
　昭和 12 年にタマシン・アレンさんが開いた久慈幼稚園。
３月 18日、卒園式が挙行され、23人の園児たちが旅立ちの
時を迎えました。アレンさんがまいた種、人を思いやる心は、
これからも子どもたちに受け継がれていくことでしょう。
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DDwweellll ddeeeepp,,mmyy sssoouull,,ddwwell deeeepp! I

aaammm  nnoottt  mmyy bboodddyyy,,mmyy bboody is oonnly the

ppphhhhyyysssiiccaall hhooouusee iinnn wwhhiicch I livee.The 

eeeesssssseennnttiiiaall tthhiinngg about mme is mmyy

sssspppiiirriittuuuaaalll lliffee..  SSoo long aass I amm

hhhhooonnneessttt aaanndd ttrruuee and trruusst in GGod, My

sssooouuull  iiss bbbeeyyoonndd the rreeaach of allll

aaadddvvveerrssiittyy..  NNoo,no ttrroouuble cann  touch the

eeesssseeennntttiiiaall aannndd eterrnnaall 'me'. BBeecause I

aaamm GGoodd''ss cchhiilld I ccaann meet aallll that

ccoommeess  inn thhee daayy''ss wwoork braavvely

aanndd seerennellyy..
 Thoommasine Allen

１
８
９
０
年（
明
治
23
）  

９
月
30
日
、
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
市
に
生
ま
れ
る
。

１
９
１
１
年（
明
治
44
）  

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
英
文
科
を
卒
業
す
る
。【
21
歳
】

１
９
１
５
年（
大
正
４
）  

６
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
聖
書
神
学
校
を
卒
業
す
る
。

 
 

９
月
14
日
、
ア
メ
リ
カ
北
部
バ
プ
テ
ス
ト
派
婦
人
宣

教
師
と
し
て
来
日
す
る
。【
25
歳
】

 
 

キ
リ
ス
ト
教
駿
河
台
女
学
校
の
専
任
教
師
と
な
る
。

１
９
１
７
年（
大
正
６
）  

仙
台
に
移
住
し
、
伝
道
に
従
事
す
る
。

 
 

４
月
、
仙
台
市
尚
絅（
し
ょ
う
け
い
）女
学
校
の
教
師

と
な
る
。【
27
歳
】

※ 

尚
絅
女
学
校
で
の
教
え
子
で
あ
る
小
原
家
の
三
姉
妹（
ク
ニ
・
キ
ミ
・
艶
子
）は
、

後
に
久
慈
で
の
伝
道
の
良
き
協
力
者
と
な
る
。
小
原
ク
ニ（
後
に
矢
幅
武
司
と
結

婚
）は
尚
絅
女
学
校
卒
業
後
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
に
学
び
、
帰
国
後
は
終
生
ア

レ
ン
さ
ん
を
支
え
た
。
小
原
キ
ミ
も
ア
レ
ン
さ
ん
の
も
と
で
働
き
、
小
原
艶
子（
後

に
矢
幅
光
三
と
結
婚
）も
久
慈
幼
稚
園
で
働
い
た
。

１
９
２
１
年（
大
正
10
）  

４
月
、
福
島
県
平
市（
現
い
わ
き
市
）に
私
立
平
信
栄

幼
稚
園
を
設
立
し
、
園
長
と
な
る
。

１
９
２
２
年（
大
正
11
）  

塩
釜
に
私
立
聖
光
幼
稚
園
を
設
立
し
、
園
長
と
な
る
。

こ
の
頃
、
教
え
子
の
小
原
ク
ニ
を
協
力
者
と
し
て
迎

え
る
。

１
９
２
７
年（
昭
和
２
）  

岩
手
の
農
村
に
お
け
る
伝
道
を
決
心
、
ア
メ
リ
カ
に

帰
国
し
、
日
本
人
の
宗
教
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め
、

長
期
休
暇
を
と
り
、
シ
カ
ゴ
大
学
に
入
学
す
る
。

１
９
２
８
年（
昭
和
３
）  

６
月
、
シ
カ
ゴ
大
学
神
学
部
大
学
院
を
卒
業
し
、
修

士
号
を
取
得
す
る
。

１
９
２
９
年（
昭
和
４
）  

日
本
に
も
ど
り
、
盛
岡
に
移
住
す
る
。【
39
歳
】

 
 

４
月
、
遠
野
の
私
立
遠
野
幼
稚
園
の
園
長
と
な
る
。

 
 

６
月
、
盛
岡
の
私
立
内
丸
幼
稚
園
の
園
長
と
な
る
。

１
９
３
０
年（
昭
和
５
）  

小
原
ク
ニ
が
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
し
、
盛
岡
に

来
て
、
以
後
ア
レ
ン
さ
ん
を
支
え
る
。

１
９
３
１
年（
昭
和
６
）  

５
月
、岩
手
町
沼
宮
内
、川
口
に
託
児
所
を
開
設
す
る
。

１
９
３
２
年（
昭
和
７
）  

岩
手
県
立
盛
岡
商
業
学
校
の
英
語
教
師
と
な
る
。

１
９
３
３
年（
昭
和
８
）  

３
月
、
盛
岡
新
庄
鹿
島
下
に
私
立
頌
美
幼
稚
園
を
設

立
す
る
。

 
 

冷
害
凶
作
の
農
山
村
や
三
陸
津
波
の
被
災
地
で
あ
る

九
戸
郡
、
下
閉
伊
郡
を
巡
回
慰
問
す
る
。

１
９
３
４
年（
昭
和
９
）  

久
慈
で
初
め
て
の
託
児
所
を
八
日
町
と
大
川
目
町
に

開
設
す
る
。

１
９
３
７
年（
昭
和
12
）  

７
月
、
旧
久
慈
町
役
場
に
久
慈
幼
稚
園
を
設
立
し
、

園
長
と
な
る
。

１
９
３
８
年（
昭
和
13
）  

10
月
、
盛
岡
か
ら
久
慈
に
移
住
す
る
。
久
慈
幼
稚
園

を
正
式
に
開
設
す
る
。【
48
歳
】

 
 

小
原
ク
ニ
、
キ
ミ
、
艶
子
姉
妹
と
矢
幅
武
司
の
協
力

を
得
て
、
岩
手
沿
岸
北
部
へ
の
伝
道
活
動
を
行
う
。

１
９
４
０
年（
昭
和
15
）  

本
町
の
現
在
地
に
久
慈
幼
稚
園
を
新
築
開
設
す
る

（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
、
大

工
棟
梁
は
平
谷
鉄
男
）。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー

久
慈
社
会
館
久
慈
幼
稚
園
と
な
り
、
日
曜
礼
拝
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。【
50
歳
】

１
９
４
１
年（
昭
和
16
）  

宣
教
師
館
（
現
・
ア
レ
ン
記
念
館
）
を
建
設
す
る（
久

慈
幼
稚
園
と
同
様
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
設
計
、
大
工
棟
梁
は
平
谷
鉄
男
、
建
設
費
用
は

当
時
１
６
０
０
円
）。【
51
歳
】

 
 

12
月
８
日
、
太
平
洋
戦
争
に
よ
り
、
久
慈
で
収
監
、

盛
岡
に
連
行
さ
れ
善
隣
館
で
収
容
所
生
活
を
送
る
。

１
９
４
２
年（
昭
和
17
）  

仙
台
、
東
京
で
収
容
所
生
活
を
送
る
。

１
９
４
３
年（
昭
和
18
）  

９
月
、
日
本
人
捕
虜
と
の
交
換
船
「
帝
亜
丸
」
で
ア

メ
リ
カ
に
強
制
送
還
さ
れ
、
12
月
１
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
着
く
。【
52
歳
】

※ 

強
制
送
還
後
、
ア
メ
リ
カ
の
教
会
を
巡
回
し
、
日
本
に
つ
い
て
講
演
す
る
と
と
も

に
、
ツ
ー
ル
・
レ
ー
ク
日
系
人
収
容
所
で
２
万
数
千
人
の
日
系
１
世
・
２
世
の
弁

護
人
と
し
て
献
身
的
に
奉
仕
す
る
。
収
容
所
の
責
任
牧
師
の
就
任
を
懇
願
さ
れ
た

が
、
日
本
に
お
け
る
伝
道
の
た
め
断
り
、
再
び
日
本
へ
渡
る
決
意
を
す
る
。

１
９
４
５
年（
昭
和
20
）  

８
月
15
日
、
太
平
洋
戦
争
が
終
結
す
る
。

その愛は
 海を越えて―

　米国・フランクリン市に生まれ、キリスト教伝道の
ために来日したタマシン・アレンさん。「自分が最も
必要とされている場所に行きたい」その思いから、当
時日本の最貧困地域だった久慈に移り住み、幼稚園や
学校、診療所の開設など、生涯をかけて地域の教育や
福祉の向上に力を尽くしました。
　久慈市の名誉市民アレンさんの足跡をたどります。

タ
マ
シ
ン
・
ア
レ
ン
さ
ん　

年
譜

　

タ
マ
シ
ン
・
ア
レ
ン
さ
ん
は

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
州
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
市
の
出
身
。

父
ト
ー
マ
ス
は
、
ア
レ
ン
さ
ん

が
生
ま
れ
る
２
カ
月
前
に
病
気

で
亡
く
な
り
、
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
と
と
も
に
、
母
ロ
ー
ラ
に

よ
っ
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
家

は
同
市
内
に
あ
る
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
大
学
の
隣
に
あ
り
、
ア
レ
ン

さ
ん
は
大
学
卒
業
ま
で
そ
こ
で

過
ご
し
ま
し
た
。

　

久
慈
市
と
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
市

は
、
１
９
６
０
年
に
姉
妹
都
市

の
提
携
を
締
結
。
現
在
も
、
毎

年
中
高
生
を
研
修
に
派
遣
す
る

な
ど
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り

交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。
太
平

洋
を
越
え
て
結
ば
れ
た
こ
の
絆

も
、
ア
レ
ン
さ
ん
に
よ
っ
て
築

か
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
市
と
の
絆

　

ア
レ
ン
さ
ん
は
、
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
大
学
卒
業
後
、
神
学
校
で

学
び
、
25
歳
の
と
き
に
婦
人
宣

教
師
と
し
て
来
日
し
ま
す
。
日

本
語
を
学
び
な
が
ら
、
東
京
の

駿
河
台
女
学
院
で
英
語
を
教
え
、

２
年
後
に
仙
台
に
移
住
。
こ
の

仙
台
で
経
験
し
た
こ
と
が
、
そ

の
後
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

岩
手
県
出
身
で
国
際
連
盟
事

務
局
長
な
ど
も
務
め
た
新
渡
戸

稲
造
博
士
、
東
北
農
村
に
伝
道

活
動
を
拡
げ
る
賀
川
豊
彦
氏
と

出
会
い
、
困
窮
す
る
農
村
の
惨

状
を
知
り
ま
す
。
当
時
の
農
民

の
多
く
は
、
地
主
に
支
払
う
高

額
な
小
作
料
に
よ
る
貧
困
に
苦

し
ん
で
お
り
、
ひ
と
た
び
凶
作

と
な
れ
ば
、
食
べ
る
も
の
も
な

く
、
身
売
り
な
ど
も
当
然
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
目
の
当
た
り
に
し
た
ア

レ
ン
さ
ん
は
、
整
備
さ
れ
た
学

校
で
教
鞭
を
執
る
の
で
は
な
く
、

農
村
の
生
活
救
済
・
農
村
伝
道

を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

農
村
伝
道
を
志
し
た
ア
レ
ン

さ
ん
は
、
日
本
に
つ
い
て
よ
り

深
く
学
ぶ
た
め
一
度
ア
メ
リ
カ

に
戻
り
、
シ
カ
ゴ
大
学
院
で
学

び
ま
す
。
２
年
後
、
修
士
号
を

取
得
し
て
日
本
に
戻
り
、
盛
岡

を
拠
点
に
岩
手
県
内
で
の
活
動

を
開
始
し
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
託
児
所
や
幼

稚
園
の
開
設
、
夏
期
学
校
の
開

催
な
ど
。
夏
期
学
校
で
は
、
料

理
教
室
や
裁
縫
教
室
な
ど
も
開

き
、
時
に
数
百
人
も
集
ま
っ
た

と
い
い
ま
す
。

　

１
９
３
１
年
、
冷
害
に
よ
る

大
凶
作
が
発
生
。
ア
レ
ン
さ
ん

は
ア
メ
リ
カ
か
ら
寄
付
を
募
り
、

凶
作
地
域
を
周
っ
て
救
援
活
動

を
続
け
ま
し
た
。
こ
の
時
、
北

岩
手
の
村
々
を
訪
ね
歩
い
た
終

点
が
久
慈
で
し
た
。
２
年
後
に

は
、
昭
和
の
三
陸
大
津
波
が
発

生
し
、
県
内
で
は
二
千
人
を
超

え
る
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出

し
ま
し
た
。
今
度
は
沿
岸
部
を

周
り
救
援
活
動
を
行
っ
た
ア
レ

ン
さ
ん
。
こ
の
時
の
終
点
も
ま

た
久
慈
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
県
内
各
地
を
ま

わ
る
う
ち
に
、
ア
レ
ン
さ
ん
の

中
で
「
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
場
所
で
活
動
し
た
い
」
と

久
慈
へ
の
転
居
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

久
慈
で
の
夏
期
学
校
の
開
催
、

臨
時
託
児
所
の
開
設
を
行
う
よ

う
に
な
っ
た
ア
レ
ン
さ
ん
は
、

フランクリン市
インディアナ州

農
村
伝
道
を
志
す

村
々
を
訪
ね
歩
く
日
々

久
慈
へ
の
移
住
を
決
意

左／来日当時のアレンさん　上／
初めて設立し園長となった平信栄
幼稚園の第 1 回卒業式

靴の上に草履を履き、徒
歩で津波被災地を慰問

昭和８年、盛岡天神山で開いた夏期学
校に集まった約 80 人の生徒たち
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１
９
４
７
年（
昭
和
22
）  

４
月
、
再
来
日
し
、
久
慈
へ
来
る
。
精
力
的
な
活
動

を
開
始
す
る
。【
57
歳
】

 
 

11
月
、
岩
手
県
立
久
慈
高
等
学
校
の
英
語
の
教
師
と

な
る
。

１
９
４
８
年（
昭
和
23
）  

３
月
、
短
期
農
民
福
音
学
校
を
開
設
す
る
。

（
１
９
６
２
年
閉
校
）

 
 

７
月
、
久
慈
社
会
館
附
属
診
療
所
を
開
設
す
る
。

（
１
９
６
３
年
閉
鎖
）

１
９
５
０
年（
昭
和
25
）  

11
月
、
岩
手
日
報
文
化
賞
を
受
賞
す
る
。

１
９
５
２
年（
昭
和
27
）  

６
月
、
学
校
法
人
頌
美
学
園
設
立
し
理
事
長
に
就
任

す
る
。（
２
０
０
２
年
、
学
校
法
人
東
北
文
化
学
園

大
学
に
併
合
）

 
 

７
月
、
頌
美
小
学
校
を
開
校
す
る
。（
１
９
９
５
年

閉
校
）

１
９
５
８
年（
昭
和
33
）  

１
月
、
頌
美
中
学
校
を
開
校
す
る
。（
１
９
９
３
年

閉
校
）

 
 

７
月
、頌
美
学
園
酪
農
セ
ン
タ
ー
岩
手
酪
農
学
校（
旧

大
野
村
）を
設
立
す
る
。（
１
９
９
３
年
閉
鎖
）

 
 

７
月
４
日
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
る
。

１
９
５
９
年（
昭
和
34
）  

３
月
、
母
校
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
大
学
か
ら
文
学
博
士
号

の
名
誉
学
位
を
授
与
さ
れ
る
。【
69
歳
】

※ 

シ
カ
ゴ
大
学
神
学
部
よ
り
旧
約
聖
書
学
教
授
の
招
聘
を
受
け
る
が
、
日
本
で
の
伝

道
の
使
命
を
確
信
し
、
招
聘
を
断
り
日
本
に
留
ま
る
決
意
を
す
る
。

 
 

11
月
３
日
、
久
慈
市
名
誉
市
民（
第
２
号
）に
推
戴
さ

れ
る（
第
１
号
は
三
船
久
蔵
十
段
）。

１
９
６
０
年（
昭
和
35
）  

５
月
、
チ
リ
地
震
津
波
の
被
災
地
、
三
陸
沿
岸
市
町

村
の
救
援
活
動
に
協
力
す
る
。

 
 

11
月
、
日
米
修
好
通
商
百
年
記
念
に
功
労
米
人
顕
彰

を
受
け
る
。

１
９
６
１
年（
昭
和
36
）  

５
月
27
日
、
三
陸
沿
岸
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
る
火
災

被
害
の
救
済
援
助
に
協
力
す
る
。

１
９
６
４
年（
昭
和
39
）  

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ア
ン
ネ
ー
・
ヘ
ン
プ
ヒ
ル
が
、
昭
和

34
年
か
ら
36
年
に
か
け
て
久
慈
市
で
ア
レ
ン
さ
ん
を

取
材
し
著
し
た
タ
マ
シ
ン
・
ア
レ
ン
伝
記
「A 

活
動
の
中
で
出
会
っ
た
母
親
た

ち
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

あ
っ
た
嵯
峨
清
貴
町
会
議
員
か

ら
、
久
慈
で
の
幼
稚
園
開
設
を

要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

当
時
、
久
慈
を
含
む
九
戸
地
域

は
、
妊
産
婦
や
幼
児
の
死
亡
率

が
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
最
貧

困
地
域
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　

財
政
的
な
見
通
し
が
立
た
な

い
中
で
し
た
が
、
寄
付
を
募
り

資
金
を
集
め
て
移
住
す
る
こ
と

を
決
定
。
移
住
し
た
１
９
３
８

年
当
初
は
、
地
元
で
「
幽
霊
屋

敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
家
屋
を

借
り
て
開
園
し
た
久
慈
幼
稚
園

で
し
た
が
、
そ
の
後
、
本
町
に

土
地
を
購
入
し
、
園
舎
の
建
築

な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

建
築
資
材
の
不
足
や
慣
れ
な

い
西
洋
建
築
を
敬
遠
し
た
大
工

の
不
足
な
ど
の
困
難
が
あ
っ
た

も
の
の
、
１
９
４
０
年
に
現
在

も
使
わ
れ
て
い
る
園
舎
が
完
成
。

こ
の
年
は
、
定
員
を
超
え
る
60

人
以
上
の
児
童
が
入
園
し
ま
し

た
。
久
慈
で
の
活
動
が
順
調
に

進
み
始
め
た
矢
先
の
１
９
４
１

年
12
月
８
日
、
真
珠
湾
攻
撃
に

よ
り
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
。
ア

メ
リ
カ
人
の
ア
レ
ン
さ
ん
は
収

容
所
に
送
ら
れ
、
１
年
以
上
に

わ
た
る
収
容
所
生
活
の
後
、
捕

虜
交
換
船
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ

に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ア
レ
ン
さ
ん
が
再
び
久
慈
を

訪
れ
る
の
は
、
終
戦
か
ら
２
年

後
の
１
９
４
７
年
。
こ
こ
か
ら

本
格
的
に
久
慈
で
の
活
動
が
始

ま
り
ま
す
。

　

農
閑
期
に
専
門
家
を
講
師
に

招
き
、
農
業
に
従
事
す
る
若
者

に
新
し
い
技
術
を
教
え
る
農
民

学
校
。
女
性
に
洋
裁
技
術
な
ど

の
技
術
を
教
え
る
実
業
学
校
。

不
足
す
る
医
療
機
関
を
補
う
た

め
の
診
療
所
の
開
設
や
孤
立
す

る
山
村
・
漁
村
へ
の
訪
問
診
療

の
実
施
。
少
人
数
指
導
を
行
う

小
中
学
校
や
高
等
教
育
を
担

う
短
期
大
学
の
開
校
。
時
に
は

私
財
を
投
げ
打
ち
、
こ
の
地
で

生
き
る
た
め
の
技
術
や
豊
か
な

感
性
な
ど
「
ど
の
よ
う
に
し
て
、

よ
り
善
く
生
き
る
の
か
」
を
伝

え
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

ア
レ
ン
さ
ん
が
築
い
た
も
の

の
多
く
は
、
す
で
に
役
割
を
終

え
、
現
在
も
続
い
て
い
る
の
は

久
慈
幼
稚
園
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
レ

ン
さ
ん
の
思
い
は
、
そ
こ
で
学

び
巣
立
っ
た
多
く
の
人
々
を
通

じ
て
、
今
も
こ
の
地
に
息
づ
い

て
い
る
は
ず
で
す
。

戦
争
に
よ
る
無
念
の
帰
国

終
戦
、再
び
久
慈
へ
…

上／建設中の久慈幼稚園園舎　右／自転
車に乗り、久慈周辺の学校などをまわる
アレンさん

卒園式で合唱を披露する久慈幼稚園の園児たち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

TREASURE TO
 SHARE

（
た
か
ら
を
分
か
ち
て
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
ア
メ
リ
カ
で
２
万
部
出
版
さ
れ
る
。

※ 

ヘ
ン
プ
ヒ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
大
佐
夫
人
と
し
て
昭
和
34
年
か
ら
３
年
間
東
京

に
在
住
し
た
。

１
９
６
５
年（
昭
和
40
）  

９
月
19
日
、
ア
メ
リ
カ
駐
日
大
使
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
が

妻
ハ
ル
と
共
に
ア
レ
ン
さ
ん
を
訪
問
す
る
。

※ 

ハ
ル
夫
人
は
、
ア
レ
ン
さ
ん
の
活
動
を
財
政
面
で
支
援
し
た
松
方
正
熊
の
娘
で
、

ア
メ
リ
カ
留
学
後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
と
結
婚
し
、

ア
レ
ン
さ
ん
と
は
懇
意
な
仲
で
あ
っ
た
。

１
９
６
８
年（
昭
和
43
）  

10
月
23
日
、
勲
四
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
る
。

１
９
７
０
年（
昭
和
45
）  

１
月
、
ア
レ
ン
短
期
大
学（
後
の
ア
レ
ン
国
際
短
期

大
学
）を
設
立
し
、初
代
学
長
に
就
任
す
る
。【
80
歳
】

（
２
０
０
５
年
閉
校
）

１
９
７
６
年（
昭
和
51
）  

２
月
９
日
、
久
慈
幼
稚
園
の
集
会
中
に
転
倒
、
大
腿

骨
骨
折
の
た
め
久
慈
病
院
に
入
院
後
、
盛
岡
の
岩
手

医
科
大
学
付
属
病
院
に
移
る
。

 
 

６
月
７
日
午
前
10
時
５
分
、
岩
手
医
科
大
学
付
属
病

院
で
心
不
全
の
た
め
逝
去
。【
85
歳
９
ヶ
月
】

 
 

６
月
22
日
、
久
慈
幼
稚
園
に
お
い
て
葬
儀
が
行
わ
れ

る
。

 
 

７
月
17
日
、
久
慈
市
民
葬
が
執
り
行
わ
れ
る
。

　タマシン・アレンさんは、長内
町田高の高台にある墓地に葬られ
ています。墓石の隣には顕彰碑が
建てられ、その略歴と信仰詩が刻
まれています。
　また、隣接するタマシン・アレ
ン記教会の塔屋には、アレンさん
の遺徳をたたえてフランクリン市
の有志から贈られた「友好の鐘」
が設置されています。

アレンさんが築いたもの―

頌
ほ ま れ

美小学校・頌美中学校

静敬洋裁学園アレン国際短期大学

久慈社会館付属診療所 　盛岡日赤病院と共同
で 1948 年に開設。定
期的に盛岡から医師が
訪れ診察を行うほか、
病院のない集落などを
訪問して診療も行ない
ました。1959 年には、
産婦人科・外科・内科
などを揃えた本格的な
病院となりました。診療所の建物

小学校の朝礼

キャンパス内、アレンさんと学生

　
　自発的な学びの環境
を整え、豊かな人間性
の育成と個性の伸長を
目指す少人数（１クラ
ス 10 人）全人教育が
行われました。５年後
には、中学校を開校し、
小・中一貫した教育体
制を整えました。

　世界に目を拡げ、よ
り多くの人とコミュニ
ケーションをとるため
に英語教育が重要であ
るという考えのもと、
英語英文科・全寮制の
短期大学を設立。アレ
ンさんも英語聖書と
オーラル・イングリッ
シュを担当しました。

　女性の教育にも力を
入れました。
　女性が技術を身に付
け、自立して、よりよ
い家庭を築くための洋
裁の専門学校を設立。
洋裁のほかに、たしな
みとして料理や美術、
茶道や華道なども教え
ました。

　農民福音学校は、毎
年、農閑期の３月に開
催して主に酪農を教え、
農業の技術革新に寄与
しました。
　その後、旧大野村の
国有地（約 30ha）を
借り受け、職業訓練校
として県の認可を得て
頌美学園酪農センター
岩手酪農学校を設立。
アメリカから乳牛とし
てジャージー種の導入
などを行いました。
　同校は、現在の大野
デザインセンター周辺
に位置し、当時作られ
たサイロが現在も残っ
ています。

酪農センター岩手酪農学校
短期農民福音学校

農業機械の導入なども図りました

旧大野村に作られた岩手酪農学校

洋裁学校始業前



台所

玄関

暖炉

物入
物入

トイレ

トイレ

客室

浴室

寝室 寝室

バルコニー

寝室

アレン記念館
国登録有形文化財（建造物）

１階 平面図 ２階 平面図

　タマシン・アレンさんの居住した建物であるアレン記念館。設計
は、アレンさんの支援者でもあり、日本で数多くの西洋建築を手掛
けたウィリアム・メレル・ヴォーリズが行っています。
　地域の教育・福祉等の発展に貢献したアレンさんの住宅であると
ともに、東北では数少ないヴォーリズによる近代化を示す洋風建造
物で後世に残すべき貴重な文化遺産であるとして、平成 28 年 11
月 29日、国の登録有形文化財（建造物）に登録されました。

　建築後 50 年を経過した歴史的建造
物のうち、次の基準を満たし、一定の
評価を得たものを文化財として登録。
保存を図るとともに、街づくり・観光
への活用を促す制度です。アレン記念
館は②に該当しています。
① 国土の歴史的景観寄与しているもの
②造形の規範となっているもの
③再現することが容易でないもの

登録有形文化財（建造物）
制度の概要

暖炉のある客室 台所 寝室①（ゲストルーム） アレンさんの寝室②

① ②

③
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　３月 18 日、「アレン記念館」国登録有形文
化財（建造物）登録を祝う会が市内催事場で
開催されました。翌 19 日には、アレン記念
館前で、登録プレートの建立除幕式を挙行。
合わせて記念館の見学会が行われました。

右／アレンさん
ゆかりの方など
100 人以上が参
加し、登録を祝
いました　左／
記念館前で行わ
れた除幕式

　アレン先生はピアノが上手で、
演奏を聴くと心が洗われるようで
した。私の結婚式は久慈社会館（久
慈幼稚園）で挙げたのですが、そ
のときにも、先生がピアノを演奏
してくれました。
　晩年、アレン先生が久慈病院に
入院されたときは職員が交代でお
見舞いにいきました。私が幼稚園
の行事や子どもたちの話をすると、
とても喜ばれていました。

　元久慈幼稚園勤務。園舎などを
　施工した平谷鉄男棟梁の義娘

平谷 京子さん
元学校法人頌美学園理事長
元アレン国際短期大学学長

　アレン先生の教育は、「神を愛し・
人を愛し・土を愛する」三愛精神と、
シカゴ大学時代に学んだデューイ
の経験主義的な教育学の影響を受
けています。地域の人々の暮らしを
豊かにし「生きる喜びと働く楽しさ」
を伝えようとしたのです。
　この思いを多くの人に伝え、久
慈市の地域振興や教育活動などに
資するため、アレン記念館を活用
していってほしいと思います。

目黒 安子さん
市文化財保護調査委員。久慈幼稚
園、頌美小学校、頌美中学校卒業生

　「人は誰しもが宝物を持ってい
る、それを皆のために使いなさ
い」と教えられました。自分の持
つ「宝」を見つける、自分に何が
できるかを考える、それはある意
味とても厳しい教えでしたが、私
の人生の支えにもなりました。
　卒業後も、日曜礼拝などに行く
たびに、アレン先生は「としおちゃ
ん、よくきたね」と喜んで迎えて
くれたことを覚えています。

藤森 敏夫さん

国登録有形文化財（建造物）への登録を祝う

名棟梁・平谷鉄男さん 戦時中のアレンさん こ
ぼ
れ
ば
な
し
…

西洋建築の困難さに手を焼き、何人もが辞めていきました。
その時現れたのが、地元の平谷鉄男棟梁。建物を完成さ
せた平谷棟梁は、技術を見込まれ、その後のアレン記念
館などの建築も請け負うことになります。建築後も、息子
の庄司さんとともに建物の修復・管理などを行いました。

　久慈幼稚園の園舎建築に
は、当初は盛岡から棟梁
が呼ばれました。しかし、
ヴォーリズ建築設計事務所
の要求する高い技術水準やアレンさんと平谷鉄男棟梁

自らの経験を話し、日本人に対する理解を求めています。
　久慈は、軍需物資を生産する製鉄所を擁していたにも
関わらず、大規模な空襲や艦砲射撃の被害を受けません
でした。これは、アレンさんの嘆願によるものだという逸
話も伝わっています。

　戦時中、米国に帰国した
アレンさんは、約２年間に
わたり全米各地の教会をま
わり講演を行いました。悪
化する対日感情を懸念し、川崎重工業久慈製鉄所
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平成29年度　久慈市の動き 施政方針

　

昨
年
８
月
、
台
風
10
号
に
よ
り
久
慈
市
で
は
東
日
本
大
震
災
に
次

ぐ
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
加
速

す
る
と
と
も
に
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
人
口
減
少
問
題
に
立
ち
向
か

う
べ
く
、
子
育
て
支
援
や
産
業
振
興
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
２
月
24
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
定
例
会
議
で
遠
藤
譲
一

市
長
が
述
べ
た
平
成
29
年
度
施
政
方
針
の
概
要
と
合
わ
せ
て
、
予
算
、

事
業
、
人
事
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
政
方
針

災
害
復
旧
・
復
興
を
進
め
つ
つ
、

 

人
口
減
少
時
代
に
立
ち
向
か
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

久
慈
の
魅
力
発
信

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
本
一
の
地
域
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

出
愛あ

い
と
地
元
愛
の
育
み

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

魅
力
あ
る
仕
事
起
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

安
心
・
安
全
の
ま
ち

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

安
心
で
き
る
医
療
福
祉
の
ま
ち

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

愛
さ
れ
る
マ
イ
バ
ス
・
マ
イ
レ
ー
ル

ま
ち
づ
く
り

資
源
を
生
か
す
魅
力
と

や
り
が
い
の
あ
る
産
業
の

ま
ち
づ
く
り

総
合
力
豊
か
な

 

人
材
を
育
て
る

ま
ち
づ
く
り

共
に
支
え
、
元
気
と

 

安
ら
ぎ
あ
ふ
れ
る



予
算
編
成（

源
財
主
自

25
・
７
％
）

（
源
財
存
依

74
・
３
％
）

民生費
60億4,289万円（26.8％）

公債費
29億1,964万円（12.9％）

土木費
25億6,592万円（11.4％）

総務費
22億9,889万円（10.2％）

商工費
16億2,670万円（  7.2％）

教育費
15億8,190万円（  7.0％）

農林水産業費
11億2,659万円（  5.0％）

消防費
  8億9,217万円（  3.9％）

その他
  2億9,361万円（  1.3％）

衛生費
10億4,902万円（  4.6％）

災害復旧費
21億8,812万円（  9.7％）

市税
38億7,565万円（17.2％）

繰入金
  7億2,657万円（  3.2％）

諸収入
  6億4,288万円（  2.8％）

その他
  5億4,897万円（  2.4％）

地方交付税
71億5,340万円（31.7％）

国庫支出金
47億1,678万円（20.9％）

市債
24億9,830万円（11.1％）

県支出金
15億1,391万円（  6.7％）

地方消費税交付金
  6億   820万円（  2.7％）

地方譲与税
  2億2,507万円（  1.0％）

その他
        7,572万円（  0.3％）

歳
入　

２
２
５
億
８
５
４
５
万
円

歳
出　

２
２
５
億
８
５
４
５
万
円
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平成29年度　久慈市の動き 予算編成

特
別
会
計

企
業
会
計

　特別会計は、特定の事業を一般会計と区分したり、
特定の歳入と歳出を区別して処理する会計です。
■土地取得事業…………………………………  20 万円

■国民健康保険事業勘定……………  50 億 8,408 万円

■国民健康保険直営診療施設勘定……  2 億    649 万円

■後期高齢者医療………………………  3億  1,517万円

■魚市場事業………………………………   1,723 万円

■漁業集落排水事業…………………   3 億    408 万円

■公共下水道事業……………………  13 億 4,306 万円

合計　72 億 7,031 万円

　公営企業会計は、事業で得られる収入で経費を賄
う独立採算制を原則とした会計です。久慈市では、
水道事業会計がこれにあたります。

区分 収入 支出
収益的収支 8 億 8,108 万円 10 億 4,949 万円

資本的収支 10 億 4,566 万円 13 億 3,000 万円

水道事業会計

財
政
用
語
の
説
明

【収入の関係】
▶ 地方交付税…人口や環境などの違いで生まれる地方間の格

差を調整するため国から配分されるお金です。国が徴収す
る所得税や法人税、消費税などがもとになっています

▶ 国庫支出金、県支出金…建設事業や社会保障などの費用と
して、国・県から交付されるお金

▶ 市債…建設事業などを行うために、国や金融機関などから
借りるお金

【支出の関係】
▶民生費…福祉や子育てを支援するためのお金
▶公債費…市の借金返済などに使うお金
▶ 土木費…道路や公園などの整備・補修に使うお金
▶ 総務費…市役所の庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税金

の徴収などに使うお金
▶災害復旧費…被災した施設を復旧するためのお金
▶商工費…商工業や観光を推進するためのお金
▶ 教育費…学校教育や生涯学習の充実、文化・スポーツなど

を推進するためのお金
▶農林水産業費…農林水産業を振興するためのお金
▶ 衛生費…環境の保全や、健康を増進するためのお金
▶消防費…消防や災害対策のためのお金
▶ 義務的経費…人件費など支出することが義務づけられてい

て、簡単に削減できないお金
▶投資的経費…道路や学校などを整備するためのお金

歳出を性質別にみると…
扶 助 費扶 助 費 　39　39億億   106    106 万円万円（17.3（17.3%%））
人 件 費人 件 費 　3131億億3,941 3,941 万円万円（13.9（13.9%%））
公 債 費公 債 費 　29　29億億1,9701,970  万円万円（12.9（12.9%%））
普通建設普通建設事業費事業費 　34　34億億9,664 9,664 万円万円（15.5（15.5%%））
災害復旧事業費災害復旧事業費 　21　21億億5,734 5,734 万円万円（（   9.5 9.5%%））
物 件 費物 件 費 　2727億億 5,8435,843万円万円（12.2（12.2%%））
補 助 費 等補 助 費 等 　2525億億 6,2776,277万円万円（11.4（11.4%%））
繰 出 金繰 出 金 　　1111億億 8,296 8,296 万円万円（（   5.2 5.2%%））
そ の 他そ の 他   　44億億6,714 6,714 万円万円（（   2.1 2.1%%））

義務的経費
44.1％

投資的経費
25.0％

その他
30.9％

｝
｝

｝



◎広域道の駅整備事業
◎旧山根小中学校施設活用事業
　6,399万円／地域コミュニティの拠点施設の整備
◎三陸ぐるっと食堂開催負担金
　100万円／三陸ぐるっと食堂の開催地負担金
○健康増進事業

○病児・病後児保育事業
◎久慈広域食肉処理場改修事業負担金
　4,566万円／食肉処理場の改修に係る負担金
◎二酸化炭素排出抑制対策事業
　9,260万円／べっぴんの湯にチップボイラーを整備
◎地震・津波ハザードマップ等整備事業

◇主な新規事業（一部再掲）

●移住・定住促進事業
　193万円／お試し暮らし住宅、いなか暮らし体験ツアーの実施など

●介護予防事業
　2,721万円／いきいき百歳体操の普及啓発事業 ほか

●公共施設 再生可能エネルギー等導入事業
　１億947万円／久慈中学校・大川目中学校に太陽光発電設備を設置 

●防災公園整備事業
　７億25万円／総合防災公園の整備

●市営住宅整備事業
　２億9,480万円／宇部地区市営住宅の建て替え

基礎戦略１　共に支え、元気と安らぎあふれるまち づくり

●民間保育所 施設整備事業費 補助金
　812万円／認定こども園等の施設整備に対する補助

○病児・病後児保育事業
　2,321万円／病児・病後児保育事業、保育中等に体調不良となった児童の送迎事業など 

●乳幼児、小中学生、妊産婦及び重度心身障害者医療給付事業
　１億3,289万円／乳幼児等に対し、医療費の一部を給付

●くじかがやきプラン事業
　3,330万円／特別支援教育支援員を小中学校に配置、支援員の増員

●総合運動公園整備基本計画事業
　240万円／総合運動公園の整備に向けた都市計画決定手続き

基礎戦略２　総合力豊かな人材を育てるまち づくり

●いわて地域農業マスタープラン実践支援事業
　3,264万円／農畜産物の生産に係る施設・機械整備に対する補助

●園芸作物生産活性化推進事業費補助金
　220万円／施設園芸作物の種苗、種子および生産資材の購入経費の助成

●水産資源活用等支援事業
　500万円／深浅移殖など既存磯資源の有効活用や新たな水産資源の確保

●久慈駅前整備等事業
　８億4,334万円／複合施設、駅前交通広場等の整備

●新卒者雇用支援奨励金交付事業
　575万円／高卒新卒者を雇用した事業主・３年間定着した新卒者に奨励金を交付

基礎戦略３　資源を生かす 魅力とやりがいのある産業のまち づくり

●教育旅行等受入推進事業
　402万円／受入態勢の整備と体験プログラムの作成など 

○ヘルスツーリズム健康増進事業
　2,500万円／久慈版ヘルスツーリズム確立のための検証や実施体制整備など

◎広域 道の駅整備事業
　650万円／広域 道の駅整備に向けた基本計画策定の経費

●自主防災組織資機材整備費等補助金
　282万円／自主防災組織の結成及び活動に関する経費に対する補助  

●路線バス運行事業
　5,540万円／市民バス（デマンドタクシー含む）８路線の運行経費 

○健康増進事業
　6,706万円／各種健診に40歳の歯科健診を新設

●看護師養成事業
　384万円／ 地域医療確保のため、将来、市内医療機関等で従事する看護師を

養成するための奨学資金貸付 

●結婚支援推進事業
　40万円／ 縁結び支援員、民間団体等が実施する結婚支援事業に対する支援、

ｉ-サポ(いきいき岩手結婚サポートセンター)登録料補助など

●若者の雇用定着推進事業
　362万円／ キャリア教育推進のため企業と学校をつなぐコーディネーター配置など

●高度人材育成事業費補助金
　1,344万円／「特定ものづくり基盤技術」を習得する企業へ補助 

重点戦略

いつまでも住み続けたいと思うまち づくり

　

東
日
本
大
震
災
や
台
風
10
号
災
害
に
よ
る
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
に
加
え
、
２
年
目
を
迎
え
る
総
合
計
画
に
基
づ
き
「
子
ど

も
た
ち
に
誇
れ
る
笑
顔
日
本
一
の
ま
ち
久
慈
」
を
目
指
し
て
各
種
施

策
や
諸
課
題
に
対
応
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
総
合
計
画
の
体
系
ご
と
に
、
今
年
度
実
施
を

予
定
し
て
い
る
主
要
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

主
な
事
業

持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
し

各
分
野
で
取
り
組
み
進
め
る

◆台風災害復旧経費
　4,538万円／派遣職員に係る経費
◆中小企業災害復旧資金保証料等補助金
　3,000万円／被災した中小企業向けの融資に係る利子及び保証料の補助
◆地震・津波ハザードマップ等整備事業
　500万円／ハザードマップ「洪水・土砂災害編」の更新 
◆過年発生補助災害復旧事業
　21億8,812万円／林業施設、道路橋梁、河川に係る災害復旧事業

◇平成 28 年台風 10 号関係

平成29年度　久慈市の動き 主な事業

事
業
の
区
分
…
新
規
◎
、
一
部
新
規
○
、
継
続
●
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平成29年度　久慈市の動き 人事異動

人
事
異
動

▼
下
水
道
課
管
理
普
及
係
長
…

大
石
智
史

【
山
形
総
合
支
所
】
▼
ふ
る
さ

と
振
興
課
地
域
振
興
係
長
…
板

垣
俊
隆

【
教
育
委
員
会
】
▼
教
育
総
務

課
学
校
事
務
係
長
…
久
慈
志
織

▼
学
校
教
育
課
指
導
係
長
兼
教

育
研
究
所
員
…
小
野
寺
真
▼
三

船
十
段
記
念
館
企
画
事
業
係
長

…
久
松
尚
也

【
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
】

▼
選
挙
係
長
…
横
道
知
亮

【
総
務
部
】
▼
総
務
課
…
鹿
糠

沙
智
▼
同
…
夕
向
智
明
▼
同
…

山
田
早
紀
▼
同
環
境
省
行
政
実

務
研
修
派
遣
…
後
洋
人
▼
財
政

課
…
五
十
嵐
渉
▼
税
務
課
…
宮

澤
泰
斗
▼
収
納
対
策
課
…
佐
藤

裕
行
▼
同
岩
手
県
総
務
部
税
務

課
派
遣
…
一
沢
直
也
▼
消
防
防

災
課
…
下
斗
米
啓

【
総
合
政
策
部
】
▼
政
策
推
進

課
…
島
袋
龍
二
▼
同
三
陸
復

興
・
地
域
創
生
推
進
機
構
派
遣

…
大
内
田
泰
之
▼
地
域
づ
く
り

振
興
課
…
中
野
創
一
郎
▼
同
…

浅
水
優
太
▼
同
…
八
重
櫻
明
人

▼
同
…
下
舘
勝
佳
▼
同
…
沼
袋

▼
総
合
政
策
部
長
…
中
務
秀
雄

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

長
）
▼
生
活
福
祉
部
長
…
皆
川

隆
夫
（
久
慈
広
域
連
合
事
務
局

長
）
▼
産
業
経
済
部
長
…
山
田

一
徳
（
産
業
経
済
部
林
業
水
産

課
長
）
▼
会
計
管
理
者
…
米
澤

喜
三（
久
慈
広
域
連
合
消
防
長
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

長
…
和
野
一
彦
（
生
活
福
祉
部

長
）

【
総
務
部
】
▼
収
納
対
策
課
長

…
女
澤
康
子
（
山
形
総
合
支
所

住
民
生
活
課
長
）
▼
消
防
防
災

大
樹
▼
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
…

永
井
さ
つ
き
▼
同
…
吉
田
健
一

▼
港
湾
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
課

…
山
田
大
介

【
生
活
福
祉
部
】
▼
市
民
課
…

越
戸
明
美
▼
同
…
久
慈
範
子
▼

同
…
米
澤
健
吉
▼
国
民
健
康
保

険
山
形
診
療
所
…
成
谷
と
し
子

▼
宇
部
支
所
兼
総
合
政
策
部
宇

部
市
民
セ
ン
タ
ー
…
古
舘
細
恵

子
▼
侍
浜
支
所
兼
総
合
政
策
部

侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
…
五
十
嵐

育
美
▼
山
根
支
所
兼
総
合
政
策

部
山
根
市
民
セ
ン
タ
ー
…
小
林

聖
也
▼
保
健
推
進
課
…
埜
﨑
葵

▼
同
…
鶴
飼
朋
子
▼
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
…
古
屋
敷
和
子

▼
同
…
内
田
智
佳
子
▼
社
会
福

祉
課
…
西
野
可
奈
▼
同
…
七
ツ

役
友
美
▼
子
育
て
支
援
課
…
荒

澤
亮
▼
山
形
福
祉
室
…
上
有
谷

誠
子
▼
同
…
廣
﨑
香
織
▼
小
久

慈
保
育
園
…
外
舘
千
賀
子
▼
霜

畑
児
童
館
…
小
田
島
智
子

【
産
業
経
済
部
】
▼
農
政
課
…

藤
森
崇
平
▼
同
…
間
峠
真
澄
▼

林
業
水
産
課
…
馬
内
悟
▼
商
工

振
興
課
…
宮
本
幸
治
▼
観
光
交

流
課
…
小
野
育
成
▼
同
…
播
磨

拓
実

【
建
設
部
】
▼
土
木
課
…
関
本

勇
生
▼
同
…
岩
城
凌
▼
同
…
櫻

課
長
兼
防
災
セ
ン
タ
ー
所
長
…

下
山
琢
也
（
総
合
政
策
部
国
体

推
進
課
長
）

【
総
合
政
策
部
】
▼
宇
部
市
民

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
生
活
福
祉
部

宇
部
支
所
長
…
細
工
藤
弘
巳

（
生
活
福
祉
部
宇
部
支
所
長
）

▼
侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

生
活
福
祉
部
侍
浜
支
所
長
…
四

役
喜
吉
（
生
活
福
祉
部
侍
浜
支

所
長
）
▼
山
根
市
民
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
生
活
福
祉
部
山
根
支
所

長
…
多
喜
代
吉
博
（
生
活
福
祉

部
山
根
支
所
長
）

【
生
活
福
祉
部
】
▼
生
活
環
境

課
長
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所

長
…
久
保
司
（
久
慈
広
域
連
合

事
務
局
総
務
企
画
課
長
）

【
産
業
経
済
部
】
▼
林
業
水
産

課
長
…
谷
崎
勉
（
生
活
福
祉
部

庭
敬
之
▼
同
…
仲
村
豪
將
▼
都

市
計
画
課
…
小
倉
淳
子
▼
同
…

水
堀
拓
也
▼
建
築
住
宅
課
…
成

谷
佳
子
▼
下
水
道
課
…
小
野
寺

靖
▼
同
…
田
中
和
忠

【
山
形
総
合
支
所
】
▼
住
民
生

活
課
…
鈴
木
沙
織
▼
産
業
建
設

課
…
髙
畑
智
淑

【
会
計
課
】
▼
長
内
美
紀
子
▼

金
野
孝
之

【
水
道
事
業
所
】
▼
大
下
さ
お

り【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▼
教

育
総
務
課
…
松
浦
優
衣
▼
同
…

小
倉
裕
貴
▼
生
涯
学
習
課
…
工

藤
琴
愛
▼
同
…
野
田
祥
紀
▼
文

化
課
…
中
村
由
美
▼
山
形
教
育

室
…
二
橋
光
博

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
▼
下

舘
清
秋

【
総
務
部
】
▼
税
務
課
…
竹
花

美
穂

【
生
活
福
祉
部
】
▼
保
健
推
進

課
…
二
橋
弥
生
▼
同
…
本
波
千

晶
▼
同
兼
市
民
課
…
松
本
美
月

▼
小
久
慈
保
育
園
…
梨
子
木
ま

ゆ
み

【
建
設
部
】
▼
土
木
課
…
藤
森

剛
史

生
活
環
境
課
長
）

【
山
形
総
合
支
所
】
▼
住
民
生

活
課
長
兼
福
祉
事
務
所
山
形
福

祉
室
長
兼
福
祉
事
務
所
か
わ
い

児
童
館
長
兼
同
霜
畑
児
童
館
長

兼
同
荷
軽
部
保
育
園
長
兼
同
戸

呂
町
保
育
園
長
兼
同
来
内
保
育

園
長
…
大
向
雄
二
（
総
務
部
消

防
防
災
課
長
）
▼
産
業
建
設
課

長
兼
家
畜
診
療
所
長
…
細
越
一

明
（
総
務
部
収
納
対
策
課
収
納

係
長
）

【
教
育
委
員
会
】
▼
図
書
館
長

併
総
合
政
策
部
中
央
市
民
セ
ン

タ
ー
所
長
…
眞
角
泰
光
（
久
慈

広
域
連
合
事
務
局
介
護
保
険
課

長
）
▼
監
査
委
員
事
務
局
長
…

嵯
峨
文
弘
（
教
育
委
員
会
図
書

館
長
）

【
総
務
部
】
▼
税
務
課
市
民
税

係
長
…
中
新
井
田
理
▼
税
務
課

資
産
税
係
長
…
駒
澤
奈
緒
美
▼

収
納
対
策
課
収
納
係
長
…
新
井

谷
保
彦
▼
消
防
防
災
課
防
災
係

長
兼
防
災
セ
ン
タ
ー
管
理
係
長

…
田
中
淳
茂

【
総
合
政
策
部
】
▼
中
央
市
民

セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
係
長
…
小

森
広
美
▼
長
内
市
民
セ
ン
タ
ー

【
山
形
総
合
支
所
】
▼
産
業
建

設
課
…
向
井
利
勝

【
水
道
事
業
所
】
▼
浜
雄
希

【
教
育
委
員
会
】
▼
文
化
課
…

田
髙
正
博

【
久
慈
広
域
連
合
派
遣
】
▼
部

長
級
…
浅
水
泰
彦
（
産
業
経
済

部
長
）
▼
課
長
級
…
下
斗
米
洋

之
（
建
設
部
下
水
道
課
管
理
普

及
係
長
）▼
同
…
浅
水
正
幸（
山

形
総
合
支
所
産
業
建
設
課
長
）

▼
係
長
級
…
外
舘
清
和
（
総
務

部
収
納
対
策
課
長
）

【
併
任
解
除
】
▼
盛
岡
市
…
佐

藤
祐
史（
産
業
経
済
部
農
政
課
）

▼
小
千
谷
市
…
渡
邊
良
平
（
山

形
総
合
支
所
産
業
建
設
課
）

【
併
任
】
▼
産
業
経
済
部
林
業

水
産
課
…
本
山
雄
一（
盛
岡
市
）

▼
勝
田
恒
男
（
総
務
部
付
部
長

／
独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ

ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
久
慈

国
家
石
油
備
蓄
基
地
事
務
所
副

所
長
）
▼
一
田
昭
彦
（
総
合
政

策
部
長
）
▼
古
屋
敷
重
勝
（
会

計
管
理
者
）
▼
田
端
正
治
（
監

管
理
事
業
係
長
…
皆
川
牧
子
▼

小
久
慈
市
民
セ
ン
タ
ー
管
理
事

業
係
長
…
大
道
学
▼
大
川
目
市

民
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
係
長
…

中
塚
潮
子
▼
夏
井
市
民
セ
ン

タ
ー
管
理
事
業
係
長
…
石
原
登

納
▼
宇
部
市
民
セ
ン
タ
ー
管
理

事
業
係
長
兼
生
活
福
祉
部
宇
部

支
所
管
理
係
長
…
廣
﨑
健
司
▼

侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

係
長
兼
生
活
福
祉
部
侍
浜
支
所

管
理
係
長
…
森
將
彦
▼
山
根
市

民
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
係
長
兼

生
活
福
祉
部
山
根
支
所
管
理
係

長
…
中
村
暁
子

【
生
活
福
祉
部
】
▼
生
活
環
境

課
生
活
安
全
係
長
…
野
中
昭
伸

▼
保
健
推
進
課
保
健
係
長
兼
市

民
課
保
健
係
長
兼
保
健
セ
ン

タ
ー
事
業
係
長
…
日
影
由
美
子

▼
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
社

会
長
寿
係
長
兼
少
年
セ
ン
タ
ー

管
理
係
長
…
安
部
信
二
▼
福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係
長
兼
同
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
係
長
兼
同
夏
井
保
育
園

保
育
係
長
…
大
下
勝
盛

【
産
業
経
済
部
】
▼
農
政
課
畜

産
係
長
…
田
髙
慎

【
建
設
部
】
▼
土
木
課
用
地
管

理
係
長
…
岡
野
修
一
▼
土
木
課

道
路
維
持
係
長
…
嵯
峨
敏
弘
▼

査
委
員
事
務
局
長
）
▼
遠
川
君

子
（
保
健
推
進
課
保
健
係
長
）

▼
野
田
口
郁
子
（
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
係

長
）
▼
蒲
田
敏
雄
（
ふ
る
さ
と

振
興
課
地
域
振
興
係
長
）
▼
大

橋
場
豊
（
国
民
健
康
保
険
山
形

診
療
所
）
▼
川
口
翼
（
都
市
計

画
課
）
▼
追
久
保
昌
人
（
生
涯

学
習
課
）
▼
奥
寺
文
子
（
農
業

委
員
会
事
務
局
）

【
生
活
福
祉
部
】
▼
国
民
健
康

保
険
山
形
診
療
所
…
大
橋
場
豊

▼
小
久
慈
保
育
園
…
谷
崎
愛
子

【
産
業
経
済
部
】
▼
林
業
水
産

課
…
藤
原
和
幸

【
教
育
委
員
会
】
▼
久
慈
小
学

校
用
務
員
…
川
平
い
と
▼
長
内

中
学
校
用
務
員
…
勝
田
穣

部
長
級 

５
人

課
長
級 

12
人

係
長
級 

29
人

主
事
・
技
師
級 

74
人

新
採
用 

９
人

派
遣
・
併
任 

７
人

退
職 

11
人

再
任
用 

５
人



　

国
民
健
康
保
険（
以
下
、国
保
）

は
他
の
健
康
保
険
制
度
と
は
異
な

り
加
入
・
脱
退
の
届
出
が
必
要
で

す
。職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
・
脱

退
し
た
時
は
、
市
民
課
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
手
続
き
に
は
、

①
印
鑑
②
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
ま

た
は
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
と
運

転
免
許
証
な
ど
身
分
証
明
書
）
に

加
え
、
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

■
国
保
に
加
入
す
る
場
合

事
業
所
か
ら
発
行
さ
れ
る
健
康
保

険
資
格
喪
失
証
明
書

■
国
保
を
脱
退
す
る
場
合

新
規
加
入
す
る
社
会
保
険
証
と
今

ま
で
使
用
し
て
い
た
国
保
保
険
証

◆
必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

保
険
の
資
格
は
、
自
動
的
に
切

り
替
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
保
な
ど
、
他
の
保
険
に
加
入
し

た
場
合
は
国
保
喪
失
届
の
提
出

（
保
険
証
の
返
還
）
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
他
の
保
険
に
加
入
後
、

国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を

受
け
た
場
合
、
国
保
か
ら
支
払
わ

れ
た
医
療
費
を
後
で
返
納
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◆
大
学
な
ど
へ
進
学
す
る
際
は

　

国
保
加
入
者
が
、
高
校
や
大
学

な
ど
に
就
学
す
る
た
め
に
他
の
市

町
村
に
転
出
す
る
場
合
、
特
例
に

よ
り
引
き
続
き
久
慈
市
の
国
保
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

転
出
先
の
役
所
に
転
出
届
を
提

出
し
た
後
に
、
久
慈
市
役
所
の
市

民
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
在
学
証
明
書
な
ど
、
学
生
で
あ

る
こ
と
が
証
明
で
き
る
書
類
②
そ

れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
保
険
証
③

印
鑑
④
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
ま
た

は
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
と
運
転

免
許
証
な
ど
身
分
証
明
書
）

　

市
で
は
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
に
基
づ
く
駅
前
整
備
事
業

の
一
環
と
し
て
、
移
転
す
る
市
立

図
書
館
の
基
本
計
画
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し

ま
す
。
多
数
の
ご
意
見
・
ご
提
言

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
・
提
言
は
氏

名
や
住
所
等
の
個
人
情
報
を
除
い

て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表

し
ま
す
。
ま
た
、
意
見
に
対
す
る

個
別
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

４
月
10
日
㈪
〜
５
月
９
日
㈫

■
計
画
案
の
閲
覧
場
所

　

  　

各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
・

ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル

■
提
出
方
法

　

  　

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
ら
れ

た
意
見
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
郵

送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い

■
提
出
先

　

〒
０
２
８
‐
０
０
２
１

　

久
慈
市
中
の
橋
５
‐
28
‐
４　

 

久
慈
市
立
図
書
館

　

53
‐
４
０
９
８

　

tosyokan@
city.kuji.iw

ate.jp

TelINFO

TelINFO

　１回目の滑走は、スピードに
乗れず不本意でしたが、次から
修正して、練習通りのすべりが
できました。また、上位選手の
転倒などもあり、運にも恵まれ
た部分もあったと思います。
　来年の目標は県大会優勝。毎
日のように安比高原スキー場ま
で練習の送り迎えをしてくれる
家族への感謝を忘れず、全国大
会でも上位入賞を目指して頑張
りたいです

吉田 朱
あ か り

里さん（久慈中１年）
※入賞時

アルペン競技
　　ジャイアントスラローム 優勝
　　スラローム ２位

　 テ ー マ は
「みんな仲良
く！」。 海 に
住む魚と淡水
に住む魚、普
段は出会うこ
とのない生き
物たちが「好

適環境水」により同じ水槽で仲
良く泳ぎます。
◆開催期間　
　４月１日㈯～ 30 日㈰
◆入 館 料　
　一般 300 円、高校 200 円、
　小・中学生 100 円
◆開館時間　９時～ 17 時
◆休 館 日　なし
問八戸市水産科学館マリエント
 （八戸市鮫町字下松苗場 14-33）
 ☎ 0178-33-7800

第66回岩手県中学校スキー大会

 

◆
体
育
功
労
賞

　

今い
ま
わ和 

立り
つ 

小
説『
約
束
』

　

岩い
わ
は
な花 

奏か
な 

童
話『
く
も
の
ぬ
い
も
の
屋
』

　

中な
か
い居 

久ひ
さ
こ子 

短
歌『
家
族
詠
』

 
◆
市
民
文
芸
奨
励
賞

　

市
民
文
芸
賞

西に
し
だ
て舘 

光み
つ
た
か尊

（
久
慈
小
学
校
４
年
）

第
49
回
岩
手
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

 

小
学
校
中
学
年
の
部　

最
優
秀
賞

高た
か
は
し橋 

凜り
ん

（
久
慈
中
学
校
３
年
）

平
成
28
年
度
歯･

口
の
健
康
に
関
す
る

 

図
画･

ポ
ス
タ
ー･

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

 

中
学
校
ポ
ス
タ
ー
の
部　

金
賞

久
慈
中
学
校
吹
奏
楽
部

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
59
回
東
北
大
会

 
 

中
学
校
小
編
成
の
部　

金
賞

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
54
回
岩
手
県
大
会

 
 

中
学
校
小
編
成
の
部　

金
賞

（
第
16
回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会　

出
場
）

久
慈
中
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部

平
成
28
年
度
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
大
会

 
 

中
学
校
合
奏
第
１
部
門　

優
秀
賞

四よ
つ
や
く役 

ひ
か
り(

久
慈
高
等
学
校
２
年)

第
67
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

 
 

女
子
円
盤
投　

第
１
位

第
21
回
東
北
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

 
 

女
子
円
盤
投　

第
２
位

野の

ば場 

知ち
さ
と聡(

久
慈
高
等
学
校
２
年)

第
68
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

 
 

陸
上
競
技 

女
子
砲
丸
投　

 
第
１
位

生お
い
た
い
ら平 

幸さ
ち
こ子

第
34
回
岩
手
県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

 
 

シ
ニ
ア
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
１
位 

 

シ
ニ
ア
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
２
位

佐さ
と
う藤 

歩あ
ゆ
み実

第
26
回
岩
手
県
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

 
 

女
子
選
手
権
の
部　

第
１
位

（
東
北
東
西
対
抗
柔
道
大
会
）

（
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会
東
北
予
選
会
）

 

◆
文
化
賞

 

◆
体
育
賞 
少
年
ス
ポ
ー
ツ
賞

久
慈
高
等
学
校 

陸
上
競
技
部
女
子

第
67
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

 

女
子
フ
ィ
ー
ル
ド
第
１
位（
女
子
総
合 

第
３
位
）

大お
お
は
た畑 

葵あ
お
い(

久
慈
中
学
校
２
年)

第
63
回
岩
手
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

 
 

陸
上
競
技
女
子
砲
丸
投　

第
１
位

吉よ
し
だ田 

朱あ
か
り里(

久
慈
中
学
校
１
年)

第
66
回
岩
手
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会 

ア
ル
ペ
ン
競
技

  

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム　

第
１
位

 
 

女
子
ス
ラ
ロ
ー
ム　

第
２
位

久
慈
来
内
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

平
成
28
年
度
理
事
長
杯
ジ
ュ
ニ
ア
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会  

第
１
位

第
21
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会  

第
３
位

長
内
中
学
校 

柔
道
部
男
子

第
63
回
岩
手
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

 

柔
道
競
技 

男
子
団
体 

第
１
位

長
内
柔
道 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
27
回
知
事
杯
争
奪
岩
手
県
少
年
柔
道
大
会

 
 

中
学
生 

女
子
団
体 

第
１
位

第
36
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

 

柔
道
交
流
大
会 

中
学
生 

女
子
団
体 

第
３
位

常
勝
柔
心
塾
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
27
回
知
事
杯
争
奪
岩
手
県
少
年
柔
道
大
会

 
 

中
学
生 

男
子
団
体 

第
１
位

畑は
た
な
か中 

秀し
ゅ
う
さ
く作

久
慈
市
体
育
協
会
理
事
長
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
を
歴
任

　

教
育
奨
励
賞

■
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▼
大
向
到(

久
慈
高
３
年)

[

陸
上
１
０
０
ｍ]

▼
久
慈
悠
太(

久
慈
高
２

年)[

陸
上
八
種
競
技]

▼
夏
井
勇
輝(

久
慈
高
１

年)[

陸
上
砲
丸
投]

▼
谷
崎
公
紀(

久
慈
高
２

年)[

柔
道]

▼
久
慈
佳
奈
美(

久
慈
東

高
２
年)[

陸
上
砲
丸
投]

▼
皀
海
維
・
大
向
到
・

猪
石
直
希
・
久
慈
悠
太

（
久
慈
高
）[

男
子
４
×

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー]

■
少
年
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▼
熊
谷
か
な
め(

久
慈
中

２
年)[

柔
道]

▼
中
野
康
太(

久
慈
中
３

年)[

柔
道]

▼
松
本
温
人(

久
慈
中
３

年)[

柔
道]

▼
笹
原
優
亮(

久
慈
中
２

年)[

柔
道]

▼
鹿
糠
鉄
斗(

長
内
中
２

年)[

柔
道]

▼
三
船
十
段
記
念
館
柔
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
小
学

生
女
子
）

▼
久
慈
中
野
球
部

▼
久
慈
中
柔
道
部（
男
子
）

▼
長
内
中
柔
道
部（
女
子
）

　

３
月
10
日
、
市
役
所
で
文
化
・
体
育
分
野
に
お
け
る

功
績
を
た
た
え
る
市
長
表
彰
・
教
育
委
員
会
表
彰
の
表

彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
、学
年
は
受
賞
時
点
）

教
育
奨
励
賞
・
市
民
文
芸
賞

News & Info
PICK UP

適環境水」により

17　広報くじ№266 2017.４.１号　16



News & Info
PICK UP

■
市
外

▼
サ
エ
ラ
▼
八
戸
学
院
短
期

大
学
学
生
会
▼
盛
岡
ス
ポ
ー

ツ
施
設
㈱
▼
埼
玉
新
聞
社
会

福
祉
事
業
団
▼
ボ
イ
ス
来
店

者
▼
㈲
コ
ラ
ー
ジ
ュ
▼
菅
野

ま
ゆ
み

■
市
内

▼IN
DY

商
事
㈱
▼
久
慈
港

運
㈱
▼
㈱
街
の
駅
・
久
慈
▼

夏
井
中
学
校
36
年
卒
同
級
会

■
振
込

▼
フ
ジ
ワ
ラ
タ
エ
コ
▼
ゴ
ト

ウ
カ
ズ
ヤ
▼
マ
ル
ヤ
マ
サ
ヨ

リ
▼
サ
ト
ウ
ヨ
シ
ヒ
コ
▼
ニ

イ
サ
ト
カ
オ
ル
▼
匿
名
２
件

■
市
外

▼
明
星
食
品
㈱
▼
北
上

ア
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
東
北
市
議
会
議
長
会

▼
全
国
市
議
会
議
長
会
▼
岩

手
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

■
市
内

▼
兼
田
建
設
㈱
▼
畑
田
建
設
工

業
㈱
▼
大
川
目
中
学
校
第
三
学

年
▼
一
沢
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

㈱■
東
日
本
大
震
災
義
援
金

 

（
12
月
15
日
〜
３
月
15
日
）

【
企
業
・
団
体
】

▼
㈱
ニ
ッ
ク
（
福
岡
県
）
▼

と
り
ま
し
ダ
イ
ニ
ン
グ
志
羅

山
（
平
泉
町
）
▼
㈱
ジ
ョ
イ

ス
テ
ィ
ッ
ク
（
東
京
都
）

【
個
人
】

▼
田
表
拓
（
東
京
都
）
▼
田

代
好
（
久
慈
市
）

　３月１日に 100 歳の誕生日
を迎えた二ツ神武藏さん。９日
に自宅で開催された長寿祝いで
は、遠藤譲一市長からお祝い状
と祝い金が贈られ、子やひ孫を
はじめ家族からの祝福を受けま
した。
　山形村時代には村議会議長や
消防団長、商工会長などを歴任
した武藏さん。現在も趣味の畑
仕事を続けており、「今でも夏
場の野菜づくりが一番の楽し
み」とだといいます。

二ツ神 武藏さん （山形町）
お祝いの花束を手にする武藏さん（左から２人目）お祝いの花束を手にする武藏さん（左から２人目）

ご長寿おめでとうございます
あっぱれ！あっぱれ！1100 歳00歳

野菜づくり楽しみに

　

２
月
22
日
、中
央
公
民
館
で「
さ

わ
や
か
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど

い
」を
開
催
。講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
市
民

ら
約
50
人
が
、
男
女
が
共
に
認
め

合
い
、
支
え
合
え
る
家
庭
や
職
場
、

社
会
の
あ
り
方
を
考
え
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
東
北

の
横
田
智
史
さ
ん
が
講
演
し
、
職

場
の
改
革
を
通
し
て
、
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
し
、
人
口

減
少
や
労
働
生
産
性
の
向
上
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
提
言
。

続
い
て
、
市
内
で
活
躍
す
る
女
性

ら
を
ゲ
ス
ト
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
遠
藤
譲
一
市
長
が
県

内
の
市
町
村
長
で
初
と
な
る
「
イ

ク
ボ
ス
」宣
言
を
実
施
。「
今
後
は
、

市
内
の
企
業
に
も
広
げ
、
社
会
全

体
で
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
支

え
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
」
と

意
気
込
み
ま
し
た
。

NEWS

　部下やスタッフのワー
クライフバランスを考え、
その人のキャリアと人生
を応援しながら、組織の
業績にも貢献しつつ、自
らも仕事や私生活を楽し
むことができる上司

宣言を行う遠藤市長

家庭や職場での仕事の分担方法など、女性目線か
ら多くの提言が出されたパネルディスカッション

イクボスとは？

台風被災者への義援金、市への寄付金（１月16日～３月15日）
※ 支援者の申し出に基づき掲載しております。名称等に誤りがある場合がありますが、ご了承ください。

温かい支援  全国から

　

 

義 

援 

金

　

 

寄 

付 

金

◆
公
民
館
を
市
民
セ
ン
タ
ー
化

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点

で
あ
っ
た
公
民
館
の
機
能
に
、
地
域
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
加
え
、

「
生
涯
学
習
に
よ
る
学
び
」
と
「
地
域

づ
く
り
」
に
一
体
的
に
取
り
組
め
る
施

設
と
し
て
、
市
民
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し

ま
す
。
市
民
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
、
社
会
教
育
法
上
の
施
設
利
用
等
の

制
約
を
緩
和
し
て
地
域
の
創
意
工
夫
で

よ
り
使
い
や
す
い
施
設
と
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
市
民
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、

地
域
住
民
と
一
体
と
な
り
、
元
気
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

◆
市
民
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
、

市
民
の
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て

主
体
的
な
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
核
と
し

て
次
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

①
生
涯
学
習
環
境
と
推
進
体
制
の
整

備
・
充
実
②
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連

携
と
家
庭
教
育
の
充
実
③
社
会
教
育
の

推
進
④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
づ

く
り
⑤
住
民
自
治
の
推
進

◆
利
用
方
法
等
の
変
更
点

　

使
用
す
る
際
の
申
請
方
法
、
料
金
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
セ
ン

タ
ー
で
は
営
利
を
目
的
と
し
た
利
用
、

ま
た
は
入
場
料
の
徴
収
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
施
設
使
用
料
が
基

本
料
金
の
２
倍
の
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
申
請
の
受
付
期
間
が
３

か
月
前
か
ら
３
日
前
ま
で
、
営
利
目
的

の
利
用
や
入
場
料
を
徴
収
す
る
場
合
は
、

２
か
月
前
か
ら
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

　

使
用
料
免
除(

減
免)

は
こ
れ
ま
で

の
社
会
教
育
関
係
団
体
等
に
加
え
、
農

業
協
同
組
合
等
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

料
金
等
の
詳
細
は
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
は
、

広
報
く
じ
「
市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ

り
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
す
。

問問

☎☎

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
目
を

迎
え
た
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震

災
復
興
祈
念
式
を
ア
ン
バ
ー
ホ
ー

ル
で
開
催
。
市
民
や
関
係
者
な
ど

約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
震
災
の

記
憶
を
振
り
返
り
、
犠
牲
者
の
追

悼
と
復
興
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
遠
藤
譲
一
市
長
は
「
震

災
か
ら
の
復
興
を
確
か
な
も
の
と

す
る
た
め
、
復
興
計
画
等
に
基
づ

く
施
策
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

ま
た
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更

新
や
自
主
防
災
組
織
結
成
の
促
進

な
ど
防
災
対
策
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
化
し
、
市
民
生
活
の
安
心
安

全
の
確
保
に
努
力
し
ま
す
」
と
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
さ
か
な
ク
ン
は

震
災
当
時
の
状
況
を
振
り
返
り
な

が
ら
「
自
分
の
話
や
描
い
た
絵
を

通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人

び
と
に
久
慈
の
魅
力
を
伝
え
、
久

慈
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

市
の
復
興
に
寄
附
で
貢
献
を
し

た
事
業
者
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
に

続
き
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整

備
局
釜
石
港
湾
事
務
所
の
小
澤
敬

二
所
長
が
講
演
。
久
慈
港
湾
口
防

波
堤
の
整
備
状
況
や
効
果
、
施
設

整
備
へ
の
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

　

地
震
が
発
生
し
た
14
時
46
分
に

は
犠
牲
者
に
対
し
て
参
加
者
全
員

で
黙
と
う
。
そ
の
後
献
花
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
犠
牲
者
へ
の
追
悼

の
思
い
を
込
め
花
を
供
え
ま
し
た
。

NEWS

犠牲者への追悼の思いを込め献花をする参加者

震災当時のもぐらんぴあの様子と
久慈への思いを語るさかなクン

　エフエム岩手で毎週月曜日に
久慈の旬な情報を発信してきた
ラジオ番組「くじぃくじ～く」。
４月３日から「くじぃくじ～く 
ちょぺっと」としてリニューア
ルします！
　番組では市の取り組みやイベ
ント・観光情報、地域で活躍す
る市民や企業などを紹介する
予定。インターネットラジオ

「radiko」で全国からも視聴で
きます。
　どうぞ、お聞きください！

問 地域づくり振興課　☎ 52 ｰ 2116

■放送日時
毎週月曜日
12 時 45 分～ 12 時 55 分
■周波数
　77.0 ＭＨｚ（久慈地区）
　82.2 ＭＨｚ（山形地区）

くじぃくじ～く
４月３日放送開始！

くく
ちょぺっと
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梅沢政隆
リポーター

大久保勝男
リポーター

金田一元
リポーター

広報担当やリポーターが、皆さんのところにおじゃまします。
地域の行事など、身近な情報をお寄せください。
問地域づくり振興課　広報くじ担当　☎ 52‒2116　FAX52‒3653

１／桑畑会長（右から３
人目）に寄付金を手渡す
成田さん（右から４人目）
ら tette のメンバー　
２／ハンドメイドの制作
ワークショップの様子
３／イベント出展時に設
置した募金箱

どを行っています。久慈地域産業まつりや山根町の
くるま市など、台風10号の発災後に出展したイベ
ントで募金箱の設置やチャリティーグッズの販売を
実施し、集まった募金及び売上金の一部、32,547円
を台風により大きな被害を受けた二十八日町の銀座
商店会（桑畑貞雄会長）に寄付しました。
　成田さんは「小さなことかもしれないけれど、自
分たちにできることは何かと考え取り組みました。
これからもチャリティー活動を続けて、復興を応援
していきたいです」と話しました。

１

３ ２

tette が銀座商店会に寄付 ２月27日

　ハンドメイド愛好家らによるサークル「tette
（てって）」（成田敦子代表）は、市内のイベントなどに
出展し、手作り作品の販売や制作ワークショップな

ミニストップ大川目店に感謝状 ３月３日

　ミニストップ大川目店では、２月26日に来店した高齢
男性が高額な電子ギフト券の購入を希望した際に、対応
した従業員が特殊詐欺を疑い、連携して対応し詐欺被害
を未然に防止しました。この功績に対して、久慈警察署

（及川哲也署長）から感謝状が贈呈されました。

及川署長（右）と
ミニストップ大川
目店の皆さん

「まちこえ」放送開始 ３月19日

　地域づくり団体「INSPIRE」が、銀座商店街の放送設備
を使い、高校生から見た久慈の魅力や話題を話す「まち
こえ」の放送を開始。第１回の放送を終え、代表の二ツ神
瑠夏さんは「今後は月１回の放送を続け、市内の人の紹介
や商店街の話題なども発信したいです」と話しました。

高校生に聞いた久
慈市のイメージな
どの話題を約30分
にわたり放送

ロータリークラブが公園整備 ３月２日

　久慈ロータリークラブが社会貢献活動の一環として
公園の整備を実施。メンバーらは２グループに分かれ、
１時間ほどかけて、長内町の広美町公園ではハナミズ
キ２本とツツジ14本を植樹、久慈湊地区の湊児童公園
では桜の剪定とシダレザクラ２本の植樹を行いました。

広美町公園でツツ
ジの植栽を行うメ
ンバーら

いわて学講座～いわて復興の歩みと未来展～ ３月10日

　東京都のいわて銀河プラザで「いわて学講座」が開
催。東日本大震災や台風10号の被害状況のパネル展示
のほか三陸鉄道㈱の中村一郎社長らの講演が行われまし
た。同社の災害時ボランティア運賃割引など地域貢献の
取り組みに参加者は感心した様子でした。（金田）

参加者の問いかけ
に説明をする中村
社長（中央）

向
消防団車両交付式 ２月28日

　市消防団と久慈広域連合消防本部への車両交付式を市
防災センターで実施。第５分団（岩瀬張）に小型動力ポ
ンプ付積載車、久慈消防署に水槽付消防ポンプ自動車が
配備されました。遠藤譲一市長は「車両を活用し、市民
の安心安全に尽力ください」と団員らを激励しました。

交付された車両に
笑顔を見せる第５
分団の団員ら

夏井公民館「初級カメラ講座」 ３月21日

　岩手医科大学医学部の大塚耕太郎教授が講師を務めた
「初級カメラ講座～こころの構図・思い出の一枚～」に
は住民など20人が参加しました。受講者は講義に続き、
夏井町の史跡や春の景色を撮影。その後はフォトアルバ
ムを作成し、思い出に残る作品を完成させました。（梅沢）

夏井町内の若宮八
幡宮の鳥居を撮影
する参加者

線
山根・安家復興応援ライブ ２月18日

　べっぴんの湯で津軽三味線奏者藤原翼さんの復興応援
ライブが開催。「津軽三味線の演奏を災害復興に結びつ
けていきたい」と話す藤原さんは津軽民謡などを演奏し、
繊細で力強い音色を披露しました。演奏に元気づけられ
た会場からは大きな拍手が送られました。（大久保）

見事な演奏で会場
を魅了した藤原翼
さん

山根六郷伝説の朗読ＣＤを寄贈 ３月８日

　地域おこし協力隊の深澤奈津実さんは自身が朗読する
山根六郷伝説を収録したＣＤを山根支所に寄贈しました。
祖父が山根町出身の深澤さんは大好きな山根に伝わる昔
話を後世に残したいという思いで朗読に取り組みました。
寄贈されたＣＤは山根地区での事業等で活用されます。

自作のイラストが
印刷されたＣＤを
披露する深澤さん

地域住民が桜の枝切り作業 ３月５日

　小久慈町の上柏木親交会と琥珀町内会が合同で行った
桜の枝切り作業に住民25人が参加。高所作業車を使い
ながら通学橋から野中頭首工付近までの堤防沿いで作業
を行いました。まもなく訪れる桜の季節に思いをはせな
がら、参加者は交流と絆を深めました。（大久保）

切り落とした枝を
のこぎりなどで細
かくする参加者

みなとオアシス登録証交付式 ３月22日

　「もぐらんぴあみなとオアシス」の登録が更新され登
録証が交付されました。登録証を受け取った遠藤譲一市
長は「もぐらんぴあは久慈港の象徴の施設です。登録を
機に港への一層の理解と産業振興を図り、拠点機能をま
ちの発展に活用していきます」と抱負を語りました。

小澤敬二釜石港湾
事務所長から遠藤
市長に交付
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別れと出会いの季節
　３月、４月はさまざまなことが変わる時期。暖
かくなるにつれて雪は溶けて、季節は冬から春
へと移っていきます。
　春は、卒業や異動の時期でもあります。毎年
３月になると、嬉しい反面、悲しい気持ちにも
なります。冬が終わるのは大歓迎ですが、卒業
する生徒たちや異動となる同僚に別れを告げな
ければならないのはつらいです。
　中には、小学生から中学校卒業まで教えた生
徒もいます。私が英語やアメリカのことを教え
る一方で、彼らは私に日本の文化や流行語を教
えてくれて、お互いに学びあいました。
　毎年、卒業式に参加するびに、いっぱい泣い
ていっぱい笑っています。サヨナラは悲しいで
すが、新たな出会いも待っています。
　旅立つ彼らのもとにも、良い春が訪れること
を願っています。そして、またいつか会えるの
を楽しみにしています！

市
内
の
小
・
中
学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
皆
さ
ん
が
、
久
慈
で
生
活
し
て
い
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

レネー・エストリッジ  さん

インディアナ州・28 歳　／　夏井小、
久喜小、小袖小、久慈中、宇部中、
山形地区の小中学校を担当

　山根町の一本桜を目指し、約３㌔の道のりをト
レッキング。道中は野鳥や景色など桜以外にも見
どころ満載です。
　その後はべっぴんの湯で昼食と温泉を楽しむ企
画です。ぜひご参加ください！
▶日時…４月29日（土・祝）10時～14時
▶集合場所…新山根温泉べっぴんの湯
▶定員・料金…先着20人・1,500円（小学生以下750円）

 ※昼食、入浴券を含む
▶申込期限…４月26日㈬

五感を使って山根を楽しもう

問 山根市民ｾﾝﾀｰ
　☎ 57 ｰ 2111

山根一本桜咲いてたらいいねトレッキング 　「コンクールでは、ミスなく自分でも納得できる演奏をしまし
たが、金賞には届きませんでした。『ミスしないこと』だけでは
ないものが必要だと実感しました」

　嵯峨歌連さんが目指すのは、演奏でみんなを笑顔にできる人
になること。小さなころから家のピアノをおもちゃ代わりに育
ち、ピアニストに対する漠然とした思いはあったという彼女です
が、実際にピアニストを志すきっかけとなった出来事をこう話し
ます。　「小学校低学年のころでした。私には障害をもって寝た
きりの姉がいるのですが、ある日、私の弾いた曲を聞いて姉がう
れしそうに笑ってくれたんです。その笑顔が印象的で、その時は
じめて『ピアニストになりたい』、そう思いました」
　その後、現在も師事している菊地麗子さんとの出会いなどを通
して、中学生のころにはピアニストを目指すことを決意。指導を
受けるため、花巻や東京に通う日々を過ごしてきました。

　演奏家を目指すうえでのキャリアを積むためにも、音楽大学に
入ることがひとつの関門となります。歌連さんも、昨年の４月か
ら受験に向けた練習を重ねており、今回のコンクールも受験を控
えてリハーサルを兼ねた出場だったといいます。
　「受験の日は、朝から食事ものどを通らないほど緊張しました。
でも、母に励まされ、自分でも『私はできる！』と言い聞かせて。
これまで緊張している時は、結果が出せないことが多かったので
すが、本番では『これで受からなかったら駄目だろう』と思える
くらい、やりきることができました」

　１月に開催されたショパン国際ピアノコンクール inASIA
アジア大会に、４年連続で出場を果たし、自身最高の銀賞を
獲得した嵯峨歌連さん。この春からは音大に進学。子どもの
ころからの夢「ピアニスト」を目指し、決意を胸に旅立ちます。

　しかし、音大に進んでも、そこは曲を弾く技術に加え、その曲
をどう解釈し表現するかが求められる実力主義の世界。成績次第
では演奏家コースから外されることもあるといいます。
　「私には出せない音・できない表現がたくさんあり、レッスン
のたびに試行錯誤しています。だからこそ、同じ道に進もうとす
る人たちと切磋琢磨できることがうれしいし、音楽以外にもいろ
んな経験をして演奏の幅を広げていきたいです」

　「音大に合格して、ようやくピアニストになる『スタートライン』
に立つことができました。私は、ピアノをやるために東京に行き
ます。学ぶ機会をくれた家族への感謝を忘れず、どんなに大変で
もしっかりと食らいついて学んできたいと思います」
　やわらかな笑顔とは対照的な、強い決意を語る歌連さん。自分
自身の、そしてさまざまな人の思いを背負い、彼女は今、夢へと
向かう険しい道のりを歩みだそうとしています。

夢へのスタートライン

ショパン国際ピアノコンクール inASIA
自身最高のアジア大会銀賞を獲得

　４歳でピアノを始める。ピアノを成田満枝氏、大星美
子氏（正時堂音楽教室・花巻市）、菊地麗子氏（東京音楽
大学教授）、ソルフェージュを片山美也氏に師事。2017
年４月、東京音楽大学器楽専攻ピアノ演奏家コースに
入学。
（公財）日本ピアノ教育連盟主催ピアノオーディション
　2010・2011・2013～2016全国大会出場
　2014 全国優秀者演奏会出演
　2016 全国優秀者演奏会出演、特別レッスン生選抜
岩手県南ピアノフェスティバル
　2009～2015 審査員特別賞
　2016 優秀賞
ショパン国際ピアノコンクールinASIA 
　2013 中学生部門 全国大会銀賞、アジア大会出場
　2015 高校生部門 全国大会奨励賞、アジア大会銅賞
　2016 コンチェルト部門  全国大会銅賞、アジア大会

奨励賞
　2017 高校生部門 全国大会銅賞、アジア大会銀賞

Profi le

嵯峨 歌連 さん
さが・かれん ( 門前　18歳 )

Name

● Ｋターンとは…久慈（Kuji）への U・J・Iターン（移住すること）の総称

　久慈市に移住して、６月 11 日で２年になります。昨年は、山
形町荷軽部のバッタリー村を拠点に活動し、山村暮らしの魅力を
求めて訪れる人達と交流を深めながら、木の皮を利用した工芸な
ど ” 山の知恵 " を学びました。作業を通じて、一緒に汗をかくう
ちに一体感が生まれ、都会では得られない心の充足感と喜びを得
ることができました。
　この体験で得た感覚をもとに、現在は久慈市の移住定住情報を
紹介する Web サイト「Ｋターン」のリニューアルに力を入れて
います。４月の公開を目標に、久慈で暮らすことの魅力を、余す
ところなく伝えられるよう、思案する日々です。サイトでは、市
外からの移住希望者に向けて空き家情報も紹介しています。物件
をお持ちの方は、空き家バンクへの登録にご協力をお願いします。

山村の魅力 Ｋターンに生かしたい

Web サイト制作に取り組む近藤さん

近藤 心一さん
（こんどう  しんいち・40 歳）
2015 年着任。東京都荒川区出身。
地域づくり振興課に所属し、移住・
定住促進に取り組む。昨年は災害
ボランティアとしても尽力。
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理
工
学
部
シ
ス
テ
ム
創
成
工

学
科
社
会
基
盤
・
環
境
コ
ー
ス
内
リ
ー

ダ
ー
育
成
事
務
局

 

☎
０
１
９
‐
６
２
１
‐
６
４
４
７

 
rcrdm

@
iw
ate-u.ac.jp　

■
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

開
発
途
上
国
の
人
々
と
共
に
生
活
し
、

経
験
や
技
術
を
活
か
し
て
活
動
を
展
開
す

る
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

▼
募
集
期
間
…
５
月
10
日
㈬
ま
で

▼ 

対
象
…
①
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
平
成

29
年
10
月
１
日
時
点
で
満
20
歳
以
上
か

つ
５
月
10
日
時
点
で
39
歳
以
下
②
シ
ニ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
平
成
29
年
５
月
10

日
時
点
で
満
40
歳
か
ら
満
69
歳
ま
で
の

日
本
国
籍
を
持
つ
人

▼
応
募
方
法
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
応
募

▼
募
集
分
野
…
９
分
野
約
１
２
０
職
種

▼
派
遣
国
…
約
70
カ
国

▼
派
遣
期
間
…
原
則
２
年
間

○
説
明
会
（
予
約
不
要
・
入
場
無
料
）

▼ 

日
程
…
①
４
月
８
日
㈯
10
時
〜
②
４
月

20
日
㈭
19
時
〜

▼ 

会
場
…
ア
イ
ー
ナ
５
階
会
議
室
５
０
１

（
盛
岡
市
）

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北

 

☎
０
２
２
‐
２
２
３
‐
４
７
７
２

Tel  
Tel  
Tel  
Tel  
Tel  

INFORMATION

　共働き世帯が昭和 55 年と比
べて約２倍に増加している現代
では、夫婦が手分けして家事育
児に関わる「共働き・共育て」
が欠かせません。男性が家事育
児を「手伝う」のではなく、対
等なパートナーとして夫婦共に
担うことが大切です。
　そこで、ヒントになる本が『新
しいパパの教科書』。教科書と
いっても、理想的な父親像を押
し付けたりはしません。
　この本に込められたメッセー
ジは「良い父親ではなく、笑っ
ている父親になろう」。仕事も、
パートナーも、子どもも、そし
て自分も大切にしたいパパに役
立つ実践的な内容です。
　パパはもちろん、ママや家族、
子育て中の部下をもつ上司にも
おすすめ。市立図書館でも展示・
貸出しています。

1小松菜とモヤシは茹でて冷ます。カニカマは手でほぐしておく
2卵を割り、溶きほぐして薄く焼き、千切りにして錦糸卵を作る
3 1の小松菜は2～3㎝の長さに切り水気を絞る。もやしと合わせて器に盛り、

上にカニかまと錦糸卵を彩りよく盛る
4調味料Ａをよく混ぜ、食べる直前にかける

小松菜……………… 1/4 束
モヤシ……………… 35 ｇ
カニカマ………………2 本
卵………………………1 個
サラダ油………………少々

　 白だし …… 大さじ 1/2
　 酢 ………… 大さじ 1/2
　 砂糖 ……… 大さじ 1/4
　 水 ………… 大さじ 1/4

A（

著者 /佐々木 健一
出版 /新潮社

著者 / NPO 法人ファザーリングジャパン
出版 / 学研マーケティング

背番号から見つめ直す異色の
ドキュメント。NHK-BS「背番
号クロニクル プロ野球 80 年秘
話」の取材をもとに書籍化。

　背番号という数
字にまつわる、選
手たちの数奇な人
生とは ? プロ野球
選手の生きざまを

神は背番号に宿る

監修 /川内 美彦
出版 /学研プラス

込められた、使いやすい工夫や
知恵を、ユニバーサルデザイン
の視点から楽しく紹介。点字の
体験ページもあります。

　駅のホーム棚や
スマートフォン、
公園の遊具、ロ
ボットそうじ機…。
　物やことがらに

ユニバーサルデザイン
発見 ! 体験 ! 工夫がいっぱい！

【1 人分…60kcal ／食塩相当量 0.7g】■材料（２人分）

○今月の担当…宇部地区

 
 

図
書
館
だ
よ
り

 
 

募　

集

　住民税などの市税（特別徴収
の市県民税、法人市民税を除く）
の納付は、納期限に口座から自
動的に引き落とされる「口座振
替」が便利です！
　口座振替の申し込みは、市役
所および各支所、市内金融機関
の窓口で受け付けています。申
し込みの際は①納税通知書②預
貯金の通帳③金融機関に届け出
している印鑑をお持ちください。
※ 申し込み日により、納期限の引き落と

しに間に合わない場合があります

問久慈市食生活改善推進員協議会　☎ 61‒3315

住 

宅 

名

戸
数

家 

賃
（
月
額
・
円
）

萩
ヶ
丘
地
区
住
宅
①

２

３
４
０
０
〜
５
１
０
０
円

萩
ヶ
丘
地
区
住
宅
②

１

３
８
０
０
〜
５
６
０
０
円

萩
ヶ
丘
地
区
住
宅
③

１

４
２
０
０
〜
６
３
０
０
円

講
座
名

開
始
日

回
数
定
員

チ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

５
月
２
日
㈫

５

30

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

５
月
８
日
㈪

５

20

華
道

５
月
10
日
㈬

５

20

羊
毛
フ
ェ
ル
ト

５
月
11
日
㈭

５

15

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

５
月
19
日
㈮

１

20

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

６
月
１
日
㈭

５

20

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

６
月
２
日
㈮

５

10

お
菓
子

６
月
６
日
㈫

３

15

ヨ
ガ

６
月
12
日
㈪

５

30

エ
コ
ク
ラ
フ
ト

６
月
13
日
㈫

３

10

ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ク

６
月
14
日
㈬

１

20

履
歴
書
・
職
務
経
歴
書

７
月
４
日
㈫

１

20

料
理
①

７
月
５
日
㈬

１

15

ビ
ジ
ュ
ー
ア
ク
セ
サ
リ

７
月
６
日
㈭

１

10

つ
ま
み
細
工

７
月
７
日
㈮

３

15

美
文
字

７
月
12
日
㈬

５

15

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

７
月
21
日
㈮

５

15

手
作
り
パ
ン

７
月
29
日
㈯

１

15

日　時／７月 30 日㈰ 15:00 開演（14:30 開場）
会　場／アンバーホール　大ホール
入場料／無料（事前応募が必要です）
出　演／ 古部賢一（指揮・オーボエ）、諏訪内晶子（ヴァイ

オリン・芸術監督）、マスタークラス受講経験者（ヴァ
イオリン独奏）、桐朋学園室内楽アンサンブル

★応募方法★
　往復はがきに、①郵便番号②住所③氏名④性別⑤年齢⑥来
場希望人数（2名まで）を明記し、下記までお申し込み下さい
宛て先／〒 028-0051 久慈市川崎町 17-1 アンバーホール
　　　　　国際音楽祭 NIPPON チャリティ・コンサート係
締　切／６月９日㈮ 当日消印有効

　ヴァイオリニス
ト・諏訪内晶子さん

（写真）が芸術監督
を務める「第５回国
際 音 楽 祭 NIPPON」
チャリティ・コン
サートが開催されま
す。【久慈市教育委
員会共催事業】

©Akihiro Ito

問アンバーホール　☎ 52‒2700

問収納対策課　☎ 52‒2368

問地域づくり振興課　☎ 52‒2116
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■
三
陸
鉄
道 

通
勤
定
期
運
賃
を
値
下
げ

　

三
陸
鉄
道
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
通
勤

定
期
運
賃
の
割
引
率
を
、
１
カ
月
あ
た
り

40
％
に
値
下
げ
し
ま
す
。
さ
ら
に
３
カ
月

定
期
は
５
％
、
６
カ
月
定
期
は
10
％
割
引

き
し
ま
す
。
な
お
、
大
人
の
通
勤
定
期
は

記
名
人
以
外
で
も
使
用
で
き
ま
す
。
詳
細

は
三
陸
鉄
道
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
割
引
額
の
例
）

▼
久
慈
〜
普
代
…
１
カ
月
３
１
４
７
０
円

 

↓
２
７
７
２
０
円(

３
７
５
０
円
値
下
げ)

▼
久
慈
〜
宮
古
…
１
カ
月
７
５
５
４
０
円

 

↓
６
６
６
０
０
円(

８
９
４
０
円
値
下
げ)

問
三
陸
鉄
道
株
式
会
社
旅
客
サ
ー
ビ
ス
部

 

☎
０
１
９
３
‐
62
‐
８
９
０
０

■
市
民
体
育
館
で
子
ど
も
と
体
を
動
か
そ
う

　

４
月
１
日
か
ら
市
民
体
育
館
の
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
利
用
料
金
が
、
保
護
者
同
伴
で

１
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ジ
ム
や
ア
リ
ー
ナ
な
ど
を
利
用
し
て
い
る

場
合
は
引
き
続
き
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

問
市
民
体
育
館 

　

☎
61
‐
３
３
５
３

■
災
害
義
援
金
の
募
集
期
間
を
延
長

　

市
で
は
東
日
本
大
震
災
と
台
風
災
害
義

援
金
の
募
集
期
間
を
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
延
長
し
、
社
会
福
祉
課
で
受
け
付
け

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課 
☎
52
‐
２
１
１
９

■
学
校
体
育
施
設
を
無
料
開
放

　

利
用
希
望
者
は
各
学
校
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼ 

対
象
校
…
小
学
校
９
校
（
久
慈
・
久
慈

湊
・
長
内
・
小
久
慈
・
夏
井
・
平
山
・

小
国
・
霜
畑
・
来
内
）・
中
学
校
７
校
（
久

慈
※
・
長
内
※
・
大
川
目
※
・
侍
浜
・

宇
部
・
三
崎
・
山
形
※
）
※
屋
外
運
動

場
照
明
施
設
の
設
置
校

▼ 

開
放
期
間
…
４
月
15
日
か
ら
平
成
30
年

３
月
15
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）

▼ 

開
放
時
間
…
①
屋
外
運
動
場
／
５
時
〜

７
時
・
16
時
30
分
〜
19
時
（
土
日
祝
日

は
５
時
〜
19
時
）
※
照
明
施
設
の
あ
る

屋
外
運
動
場
は
〜
21
時
②
体
育
館
／
17

時
〜
21
時（
土
日
祝
日
は
９
時
〜
21
時
）

問
生
涯
学
習
課 

☎
52
‐
２
１
５
６

■
台
風
被
災
事
業
者
に
補
助
金

　

台
風
10
号
で
被
災
し
た
事
業
者
等
を
対

象
に
、
復
旧
支
援
補
助
金
「
地
域
な
り
わ

い
再
生
緊
急
対
策
補
助
金
」
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
制
度
の
内
容
や
申
請

方
法
な
ど
、
個
別
に
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
…
平
日
（
祝
日
を
除
く
）
８
時
30

分
〜
17
時

▼
場
所
…
市
役
所
車
庫
棟
２
階
臨
時
相
談
室

問
商
工
振
興
課 

☎
75
‐
３
８
９
１

■
ネ
ッ
ト
で
差
押
財
産
を
公
売

　

市
税
滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
財
産
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
公
売
し

ま
す
。
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
及
びYahoo!

官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（
４
月
11
日
掲
載
）

▼ 

公
売
物
品
…
鉢
、
花
瓶
な
ど

　

※
物
品
は
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼ 

申
込
期
間
…
４
月
11
日
㈫
13
時
〜
４
月

27
日
㈭
23
時

▼ 

入
札
期
間
…
５
月
９
日
㈫
13
時
〜
５
月

11
日
㈭
23
時

問
収
納
対
策
課 

☎
52
‐
２
３
６
８

■
田
屋
公
園
の
指
定
管
理
者
を
指
定

　

市
に
代
わ
り
田
屋
公
園
の
管
理
・
運
営

を
行
う
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

▼
指
定
管
理
者
…
田
屋
町
内
会

▼ 

指
定
期
間
…
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で

問
都
市
計
画
課 

☎
52
‐
２
１
５
１

■
固
定
資
産
税
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
価
格
の
帳
簿
を
縦
覧
し
ま

す
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

▼ 

縦
覧
帳
簿
…
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
、

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

▼ 

対
象
者
…
①
市
内
に
所
在
す
る
土
地
ま

た
は
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
②

固
定
資
産
税
の
納
税
管
理
人
③
納
税
者

の
代
理
人(

委
任
状
が
必
要)

▼ 

縦
覧
期
間
…
４
月
３
日
㈪
〜
５
月
１
日

㈪　

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

▼ 

縦
覧
場
所
…
税
務
課
、
山
形
総
合
支
所

住
民
生
活
課

問
税
務
課　

 

☎
52
‐
２
１
１
４

■
つ
る
し
飾
り
の
展
示
会
を
開
催

　

今
年
で
６
回
目
に
な
る
展
示
会
を
開
催
。

や
ま
せ
土
風
館
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
で
制
作

し
た
１
０
０
以
上
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
日
…
４
月
１
日
㈯
〜
４
月
９
日
㈰

▼ 

場
所
…
や
ま
せ
土
風
館
「
風
の
館
」
多

目
的
ホ
ー
ル

問
久
慈
市
観
光
物
産
協
会 

☎
66
‐
９
２
０
０

■
ヨ
イ
歯
デ
ー
テ
レ
ホ
ン
相
談

　

歯
や
口
の
中
の
健
康
に
関
す
る
無
料
の

電
話
相
談
で
す
。
受
け
付
け
た
相
談
へ
の

回
答
は
19
時
以
降
。
折
り
返
し
、
歯
科
医

師
か
ら
相
談
者
に
電
話
し
ま
す
。

▼
日
時
…
４
月
18
日
㈫
10
時
〜
19
時

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
…

 

☎
０
１
９
‐
６
５
１
‐
７
３
４
１

問
岩
手
県
保
険
医
協
会
歯
科
部
会

 

☎
０
１
９
‐
６
５
１
‐
７
３
４
１

■
点
訳
・
音
訳
・
録
音
図
書
編
集
を
体
験

　

目
が
見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
人
の
た

め
の
図
書
な
ど
を
製
作
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
…
４
月
14
日
㈮ 

①
10
時 

②
13
時

▼ 

会
場
…
ア
イ
ー
ナ
４
階 

視
聴
覚
障
が

い
者
情
報
セ
ン
タ
ー
研
修
室（
盛
岡
市
）

▼ 

対
象
…
点
字
図
書
館
部
門
奉
仕
員
に
興

味
の
あ
る
人

問
県
立
視
聴
覚
障
が
い
者
情
報
セ
ン
タ
ー　

 

☎
０
１
９
‐
６
０
６
‐
１
７
４
３

INFORMATION

■人口と世帯数(2月28日現在)
○人　口… 36,104人 　 (‒ 21)
　　男　… 17,390人 　 (‒ 17)
　　女　… 18,714人 　 (‒  4)
○世　帯… 15,618世帯  (+ 14)
 ※( )内は前月比

■市内の火災
○発生件数…  1件 (   3 /‒  1)
○死傷者数…  0人 (   0 /±  0)
■救急活動
○出動件数… 79件 ( 187 /‒ 12)
　交通事故…  2件 (   7 /‒  7)
　急　　病… 56件 ( 132 /+  3)
　そ の 他… 21件 (  48 /‒  8)
■市内の交通事故など
○発生件数… 87件 ( 196 /+ 28)
　人身事故…  2件 (   4 /+  1)
　物損事故… 85件 ( 192 /+ 27)
○死 亡 者…  0人 (   0 /±  0)
○負 傷 者…  3人 (   5 /‒  1)
○飲酒運転
　検挙者数…  1人 (   1 /+  1)
◇地 域 別…大川目分会１人
■ごみの状況
年間処理費見込み…４億６千万円
総　量…  945㌧ ( 2,034 /+168)
可燃ごみ…  775㌧ ( 1,697 /+129)
不燃ごみ…   73㌧ (   140 /+ 21)
資源物…   97㌧ (   198 /+ 18)
◇一人一日当たり排出量
 …902㌘( 前年同期+ 52㌘)
※( )内は、１月からの累計/前年同期との比較

関上こども
クリニック

久慈市長内町24-98-2
☎0194－75－3722

小児科・アレルギー科・内科
診療案内

休診日：水曜・祝日

４/22㈯
臨時休診

病児保育室を開設
しております。（　　　　　　　）

ちだ医院
久慈市門前37‒56‒26　☎61‒3366

小児科・内科
アレルギー科

･４/23㈰は休日当番医
　※17:00までの受付

４月のお知らせ

　その他の時間変更はネットにて、
ご確認下さい。

久慈市長内町34ー26ー1
ＴＥＬ 0194ー52ー1155

真心をこめた料理をお届け致します。

《各種仕出し料理承ります》
祝膳・仏膳・折詰・弁当・オードブル・寿司
（御予算に合わせてご用意させて頂きます。）
安心安全の目印「Ｓマーク」登録店

久慈ひまわり基金
法律事務所

営業時間　平日9：00～17：30
久慈市川崎町12‒18　YKビル1階

※要予約
TEL0194‒61‒1818

相続
破産

遺言 離婚 債務整理
成年後見 不動産登記

など何でもご相談下さい

㈲野場造花仏具店
久慈市十八日町　☎52‒2010

24時間体制で受付ております

くじセレモニーホール

メモワール・ノヴァ
仏壇、神仏具、花環、葬儀一式

長内館・川貫館・野田館

☎52-2600

デイサービスセンター

おらホーム

デイサービスセンターおらホーム
高齢者通所介護施設

↓至滝ダム

↑至市内
小久慈
小学校
●

久
慈
岩
泉
線

●
久慈琥珀様

●
リトアニア館

小久慈町大沢田地区

施設長　廣 内 志津子

高齢者介護のご相談
介護保険利用手続き等
随時承っております。
お気軽にご連絡下さい

↑至市
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超
！
不
完
全
燃
焼
な
が
ら
何
と
か
長
年
の
懸
案
事

項
だ
っ
た
ア
レ
ン
先
生
の
記
事
を
消
化
で
き
ま
し
た
。

…
と
は
い
え
、
こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
段
階

で
は
、ま
だ
書
き
終
わ
っ
て
い
な
い
訳
で
す
が
。（
後
）

　

朝
、
布
団
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
理
由
が
「
寒
い
」

か
ら
「
眠
い
」
に
な
り
ま
し
た
。
春
眠
暁
を
覚
え
ず

…
。
春
が
近
い
こ
と
を
日
々
実
感
す
る
一
方
、
寝
起

き
の
悪
さ
は
桜
の
季
節
ま
で
続
き
ま
す
…
。（
広
崎
）

■編集後記のあとがき／４月から広報担当を離れることになりました。対人能力からっきしの、取材はできない・写真は撮れない・文章は書けない困った広報担当で
したが、気軽に取材に応じてくださる市民の皆さんに支えられて、いろいろ勉強させていただくことができました。３年間ありがとうございました。／広報の文章
を書くというのは、取材した誰かの「思い」を受け取って、伝える作業です。自分の思いすら満足に他人に伝えられない私は、どう書けば良いのか分からず、毎号
毎号、延々と悩みました。稚拙な文章ではありましたが、取材に協力してくださった皆さんの「思い」が、少しでも市民の皆さんに届いていれば幸いです。（うしろ）
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久
慈
市
や
二
戸
市
な
ど
岩
手
県

北
地
域
は
縫
製
業
者
の
一
大

集
積
地
。
こ
の「
ア
パ
レ
ル
の
聖
地
」

の
知
名
度
向
上
、
事
業
者
の
技
術
力

向
上
を
目
的
に
、
北
い
わ
て
学
生
デ

ザ
イ
ン
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
（
北

い
わ
て
ア
パ
レ
ル
産
業
振
興
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
26
日
、
二
戸
市
民
文
化
会
館

で
第
４
回
の
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
プ

ロ
の
モ
デ
ル
が
地
元
縫
製
業
者
が
製

作
し
た
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
て
ラ
ン

ウ
エ
ー
を
練
り
歩
き
、
華
や
か
な
ス

テ
ー
ジ
で
約
9
０
０
人
の
観
衆
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　

学
生
デ
ザ
イ
ン
の
部
門
で
は
、
県

内
の
高
等
学
校
や
専
修
学
校
か
ら
応

募
の
あ
っ
た
約
３
０
０
点
の
作
品
か

ら
優
秀
賞
10
点
を
選
出
し
、
デ
ザ
イ

ン
画
を
も
と
に
、
実
際
に
衣
装
を
製

作
。市
内
か
ら
は
田
子
内
萌
さ
ん（
久

慈
東
高*

２
年
）
と
小
室
奏
絵
さ
ん

（
久
慈
高*

１
年
）、２
人
の
作
品
が
優

秀
賞
に
選
ば
れ
、
製
作
さ
れ
た
衣
装

を
モ
デ
ル
が
着
用
し
て
ス
テ
ー
ジ
で

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

１／ 独創的な衣装で観衆を魅了した文化ファッション大学院大学のステージ　２／学生デザイン
ファッションショーで製作された 10 点の作品　３／機能性とデザイン性を追求した、県製作の農業
青年ユニホーム　４／自らデザイン・製作した衣装を披露する北いわて仕立て屋女子会のメンバー

１

*

学
年
は
受
賞
当
時

２３４


